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特集　23年度施政方針の要旨

　

２
月
28
日
（
月
）
に
23
年
第
１

回
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
冒

頭
、
中
田
市
長
が
新
年
度
に
臨
む

施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
新
し
い
交
野
の
歩
み
が

始
ま
る
期
待
感
を
呼
び
起
こ
せ
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
た

め
の
、
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

行
政
経
営
室
〈
旧

市
長
公
室
秘
書
担
当
〉（
℡  
８

９
２
・
０
１
２
１
）

　

先
般
（「
広
報
か
た
の
」
２
月
１

日
号
）
で
お
示
し
し
ま
し
た
市
長

戦
略
に
基
づ
き
、
次
の
個
別
戦
略

を
実
行
性
を
持
っ
て
展
開
す
る
た

め
、
戦
略
担
当
制
を
敷
き
、
責
任

を
持
っ
て
進
行
管
理
し
ま
す
。

① 

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
徹
底
さ
せ
る

「
Ｃ
Ｉ
（
シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
）戦
略
」

② 

隅
か
ら
隅
ま
で
交
野
つ
な
が
り

で
自
立
を
目
ざ
す「
経
済
戦
略
」

③ 

顔
の
見
え
る
化
、
支
え
合
う
相

互
支
援
の
環
境
形
成
を
目
ざ
す

「
社
会
戦
略
」

④ 

出
会
い
で
人
を
、
学
び
で
力
を

育
む「
人
財
戦
略
」

⑤ 

交
野
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
環

境
を
磨
く「
環
境
戦
略
」

⑥ 

多
く
の
人
の
声
を
集
め
、
行
政

と
し
て
発
信
し
て
い
く
「
情
報

戦
略
」

⑦ 

市
役
所
を
役
に
立
つ
場
に
変
え

る「
役
場
戦
略
」

▽
職
員
の
人
材
育
成

　

多
様
な
担
い
手
と
協
働
で
き
る

職
員
が
育
つ
よ
う
、
組
織
風
土
・

職
場
風
土
を
高
め
ま
す
。

▽
財
政
健
全
化
の
推
進

　

財
政
収
支
の
均
衡
や
総
負
債
額

の
圧
縮
を
目
標
に
、「
第
二
次
財
政

健
全
化
計
画
」
と
、
23
年
度
を
初

年
度
と
す
る
「
土
地
開
発
公
社
経

営
健
全
化
計
画
」を
推
進
し
ま
す
。

▽
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

　

よ
り
効
率
よ
く
情
報
資
源
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
再
構
築

時
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
の
な

い
よ
う
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
を
進
め
ま
す
。

▽
災
害
へ
の
備
え

　
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
の
作
成

に
取
り
組
み
、
よ
り
円
滑
な
避
難

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
制
施
行
40
周
年
の
一
環
と
し

て
、
市
民
主
体
に
よ
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
連
携
を
図
り
、「
七
夕
の
ふ

る
さ
と
」
を
広
め
、
市
民
・
団
体

同
士
が
情
報
交
換
・
発
信
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

▽
交
野
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　

市
内
事
業
者
や
団
体
と
連
携

し
、
お
土
産
物
な
ど
「
交
野
ブ
ラ

ン
ド
」
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
で
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
交
野
ブ
ラ
ン
ド
の

活
用
で
、
交
野
の
魅
力
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▽
住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
防
止

　

不
正
取
得
の
防
止
策
と
し
て
、

第
三
者
等
が
取
得
し
た
こ
と
を
本

人
に
通
知
す
る
本
人
通
知
制
度

を
、
23
年
度
の
早
い
時
期
に
実
施

し
ま
す
。

▽
市
営
葬
儀

　

従
来
の
規
格
内
容
を
見
直
し
、

簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の

市
長
戦
略
を

実
行
性
を
持
っ
て
展
開

総
務
部

行
政
経
営
の
視
点
を
持
っ

て
、
効
果
的
、
効
率
的
な
組

織
を
目
ざ
す

地
域
社
会
部

顔
が
見
え
る
関
係
性
を
大
切

に
、
み
ん
な
の
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
社
会
を
目
ざ
す

市
民
部

的
確
で
迅
速
、
て
い
ね
い
な

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
目
ざ
す

未来の交野の飛躍に
願いを込めて

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
震
災
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
衷
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、被
災
地
へ
の
義
援
金

な
ど
の
御
支
援
に
対
し
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
被
災
地
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
野
市
長　

中
田
仁
公
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委
託
業
者
か
ら
利
用
者
が
選
ぶ
、

選
択
制
へ
移
行
し
ま
す
。

▽
健
康
づ
く
り

　

市
民
の
健
康
保
持
推
進
と
疾
病

予
防
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
と
感
染
症
対
策
に
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

▽
母
子
の
健
康
確
保

　

母
子
の
健
康
確
保
と
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
よ
う
妊
婦
健
診
の

公
費
負
担
額
を
増
額
し
ま
す
。

▽
市
民
健
診
の
土
・
日
開
催

　

働
く
世
代
や
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
が
ん
の
早
期
発
見
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
健
診
の
土
・
日

曜
日
開
催
を
行
い
ま
す
。

▽
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

　

唯
一
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
予
防
で

き
る
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成

を
行
い
ま
す
。

▽
乳
幼
児
の
感
染
症
対
策

　

乳
幼
児
に
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど

の
重
篤
な
感
染
症
を
起
こ
す
、
ヒ

ブ
・
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
地
域
福
祉

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
「
お
互
い

に
ふ
れ
て
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
ざ
し
た
「
第
２
期
地
域
福
祉

計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
暮
ら

し
の
幸
せ
を
実
感
で
き
る
活
動
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
子
育
て
情
報
の
提
供

　
「
次
世
代
育
成
支
援
（
後
期
）
行

動
計
画
」
に
基
づ
き
、
出
産
前
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

に
必
要
な
情
報
を
、
官
民
問
わ
ず

提
供
す
る
「
子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」を
新
設
し
ま
す
。

▽
親
同
士
、子
ど
も
同
士
の
交
流

　

子
育
て
中
の
親
同
士
や
子
ど
も

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
第
二

中
学
校
区
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」

を
新
設
し
ま
す
。

▽
環
境
問
題
へ
の
対
応

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
り
、
実
行
性
の
あ
る
「
環
境
基

本
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

▽
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

　

計
画
地
に
お
け
る
土
壌
汚
染
に

つ
い
て
、
府
の
指
導
の
も
と
、
土

壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
き
適
正
に

対
応
し
ま
す
。ま
た
、
整
備
や
土

壌
汚
染
に
係
る
情
報
は
速
や
か
に

公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

▽
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

　

地
域
情
勢
の
変
化
や
全
国
的
な

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
現
行
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
所
定
の
見
直
し
を
行
い
、
23

年
度
か
ら
発
効
し
ま
す
。

▽
景
観
法
の
活
用

　

交
野
の
特
徴
・
特
性
で
あ
る
自

然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
を
生
か
し
、

優
れ
た
ま
ち
な
み
を
守
り
・
育
て

る
こ
と
で
交
野
ら
し
さ
を
醸
成
さ

せ
る
た
め
、
景
観
法
の
活
用
を
検

討
し
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
23

年
度
の
早
期
に
景
観
行
政
団
体
へ

移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
河
川
整
備

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
降
雨
災
害

か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
郡
津
地
区
の
雨
水
管
の
新

設
な
ど
、
浸
水
箇
所
の
軽
減
と
な

る
よ
う
５
か
年
計
画
で
浸
水
対
策

事
業
を
進
め
ま
す
。

▽
農
業
の
振
興

　

農
産
物
直
売
所
で
の
出
荷
者
・

品
目
を
増
や
し
、
地
元
産
農
産
物

な
ど
の
販
売
を
充
実
し
ま
す
。ま

た
、
農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
削
減
し
た「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」

の
学
校
給
食
な
ど
へ
の
出
荷
を
増

や
し
、ま
た
、観
光
農
業
、朝
市
な

ど
の
親
し
み
や
す
い
場
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

▽
学
力
の
向
上

　

学
習
到
達
度
調
査
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

保
健
福
祉
部

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、

き
め
細
や
か
な
保
健
福
祉
を

目
ざ
す

環
境
部

地
球
規
模
の
視
点
で
「
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
・
か
た
の
」

を
目
ざ
す

こ
ど
も
室

子
育
て
情
報
の
提
供
と
、
子

育
て
親
子
の
交
流
促
進
を
目

ざ
す

都
市
整
備
部

地
域
情
勢
・
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
ざ
す

学
校
教
育
部

「
確
か
な
学
び
」「
豊
か
な

心
」「
健
や
か
な
体
」
を
育
む

こ
と
を
目
ざ
す

機
器
の
有
効
活
用
を
始
め
と
し
た

学
力
向
上
支
援
事
業
や
小
・
中
連

携
推
進
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。ま
た
、「
ひ
と
」
と
の
関
わ
り

を
通
し
、
共
に
生
き
、
互
い
に
思

い
や
る
心
を
育
て
る
た
め
、
福
祉

協
力
校
を
指
定
し
、
学
校
で
の
福

祉
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▽
教
育
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
と
健

康
に
配
慮
し
、
５
月
ま
で
に
市
立

小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
快
適
な
教
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▽
学
校
の
耐
震
補
強
工
事

　

国
の
「
安
心
・
安
全
な
学
校
づ

く
り
交
付
金
」
を
活
用
し
、
小
学

校
で
は
校
舎
４
棟
、
屋
内
運
動
場

６
棟
、
中
学
校
で
は
屋
内
運
動
場

１
棟
の
、計
11
棟
で
実
施
し
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ICT 機器を使った授業

市民健診



▽
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
活
動

の
場
や
機
会
の
提
供
、
指
導
者
養

成
に
努
め
、
各
種
団
体
の
催
し
や

行
事
、大
会
を
支
援
し
ま
す
。

▽
文
化
活
動

　

文
化
連
盟
や
摂
南
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
各
種
行
事
や
、
講
座
な

ど
を
通
じ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

文
化
活
動
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

▽
文
化
財
事
業

　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
で
の

テ
ー
マ
別
展
示
や
講
座
な
ど
で
、

交
野
の
歴
史
に
つ
い
て
、
よ
り
理

解
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。ま
た
、
市
の
歴
史
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
ま
す
。

▽
図
書
館
の
利
用
促
進

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
普
及
に
努
め

ま
す
。ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
の
た
め
、
児
童
書
の
充
実

と
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

お
は
な
し
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

　
「
消
防
力
の
整
備
指
針
」
に
基

づ
き
、
人
員
・
消
防
車
両
な
ど
の

充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

消
防
救
急
無
線
が
、
平
成
28
年
に

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行
す
る
た

め
、
大
阪
府
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
９
市

７
消
防
本
部
で
、
広
域
的
な
消
防

救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し

ま
す
。

▽
救
命
率
の
向
上

　

普
通
救
命
講
習
や
救
急
法
の
講

習
会
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
、

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
活
動
の
展

開
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

▽
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給

　
「
星
の
里
浄
水
場
」
の
23
年
度

末
の
完
成
を
目
ざ
し
ま
す
。こ
の

浄
水
場
の
完
成
に
よ
り
、
地
下
水

を
水
源
と
し
た
自
己
水
を
安
定
給

水
で
き
、
府
か
ら
事
業
継
承
さ
れ

る
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
複

数
水
源
化
で
、
安
定
的
・
継
続
的

な
給
水
を
確
保
し
ま
す
。

■
23
年
度
当
初
予
算

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
で
、
23
年

度
の
各
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
２
１
３
億
１
１
８
１
万

３
千
円
を
は
じ
め
、
総
額
４
１
９

億
９
６
６
１
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

■
交
野
の
飛
躍
に
願
い
を
込
め
て

　

こ
れ
ま
で
、
過
去
の
精
算
と
地

な
ら
し
の
８
年
間
、
辛
抱
を
重
ね

「
ら
し
さ
」
を
封
印
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
が
中
田
市
政
の

１
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
の
気
持
ち

で
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　

現
在
の
交
野
を
築
い
た
先
達
に

敬
意
を
表
し
感
謝
し
つ
つ
、
未
来

の
交
野
の
飛
躍
に
願
い
を
込
め

て
、
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
、
交
通
の
利

便
性
、
近
隣
で
は
突
出
し
た
教
育

環
境
の
良
さ
な
ど
、
交
野
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
磨
き
、
高
め
る

こ
と
で
若
い
人
た
ち
を
集
め
、
呼

び
戻
す
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
元
気
な
交
野
を
創
生
し
て
参

り
ま
す
。

　

誰
も
が
喜
び
と
感
動
に
満
ち
た

「
七
夕
の
ふ
る
さ
と
」「
交
野
は
い

い
」
と
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の

共
感
・
共
鳴
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

交
野
市
長　

中
田
仁
公

生
涯
学
習
推
進
部

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

意
思
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
が
で
き
る
社
会
を
目
ざ
す

消
防
本
部

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
で
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
目
ざ
す

水
道
局

「
星
の
里
浄
水
場
」
の
完
成

に
よ
り
、
お
い
し
い
水
の
安

定
供
給
を
目
ざ
す

23 年度当初予算
会計 予算額

一般会計 213億 1,181 万 3千円

国民健康保険
特別会計 74億 7,638 万　　円

下水道事業
特別会計 17億 7,104 万 6千円

介護保険
特別会計 40億 7,051 万 2千円

公共用地先行取得事業
特別会計 1億 7,606 万 4千円

後期高齢者医療
特別会計 7億 4,997 万 5千円

水道事業会計 64億 4,082 万 2千円

総　額 419億 9,661 万 2千円

※ 予算についての詳細は、「広報かたの」5月 1日
号でお知らせします。

市民スポーツデー

星の里浄水場建設工事

特集　23年度施政方針の要旨
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市政のうごき

市役所の組織が
一部変わります

問い合わせ　行政経営室（℡  892・0121）
〈旧企画財政室企画担当〉

　

市
は
、
新
し
い
総
合
計
画
の
始

ま
り
と
共
に
、
市
役
所
が
よ
り
役

に
立
つ
場
と
な
る
よ
う
組
織
の
見

直
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
４
月
か

ら
「
経
営
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

２
つ
の
部
を
作
り
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
部
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、
既

存
の
組
織
を
改
変
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

こ
の
見
直
し
は
、
総
合
的
な
行

政
展
開
と
、
幅
広
い
行
政
ニ
ー
ズ

へ
の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
、
専
門
分
野
ご
と
の
部
署
と
経

営
部
門
が
連
携
す
る
仕
組
み
を
生

み
出
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
第
２
弾
と
し
て
は
、
経

営
部
門
以
外
の
専
門
分
野
で
、
で

き
る
限
り
同
じ
機
能
を
持
っ
た
仕

事
を
集
約
し
、
市
民
目
線
で
よ
り

効
率
的
な
組
織
に
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
は
、
財
政
事
情
も
あ
り

職
員
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
多
様
な

担
い
手
と
の
相
互
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
得
て
、
よ
り
役
に
立
つ

場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
今
回
の
見
直
し
の
主
な
考
え
方

① 

行
政
経
営
部
門
と
し
て
の
「
総

務
部
」

　

組
織
を
動
か
す
行
政
経
営
部
門

と
し
て
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
総
務

部
に
「
人
」「
物
」「
お
金
」「
情
報
」

と
い
う
経
営
資
源
を
管
理
す
る
部

署
を
集
約
し
ま
し
た
。

② 

地
域
経
営
部
門
と
し
て
の
「
地

域
社
会
部
」

　

地
域
社
会
の
基
本
的
要
素
で
あ

る
「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
生
み
出

す
「
地
域
社
会
部
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

※ 

今
回
紹
介
し
た
部
署
以
外
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組織名 主な仕事 今までの担当部署

総務部

行政経営室 市長・副市長の秘書、行政経営全般
の進行管理

市長公室秘書担当
企画財政室企画担当

財務課 計画的で効率的な財政の運営、適切
な財産管理

企画財政室財政・健全化担当、管財・公有地担当
市長公室市民活動推進担当（財産区）

総務課 法務・職員に関する事務、行政庶務 総務課、人事課

情報課 効果的な情報収集、処理・発信 市長公室広聴広報担当（広報）、情報政策担当
企画財政室統計担当

税務室 市税の賦課・徴収、納付相談など 変更なし

地域社会部

社会総務室 部業務の円滑な進行の支援、他の部
などとの調整、相互支援 新設

みんなの活力課 まちの力を起こし、みんなの活力あ
ふれる地域社会づくりの推進

市長公室市民活動推進担当
商工観光課（商工・観光係）

暮らしの安心課
人権を守り、安全で安心して暮らせ
る地域社会づくりを制度・体制・
相談・普及啓発を中心に推進

市長公室人権政策担当、広聴広報担当（広聴）、防
災安全担当
商工観光課（消費・労働係）
道路河川課（交通安全係）

大阪府議会議員選挙
　棄権せずに投票しましょう。
と　き　４月 10日（日）
投　票　午前７時～午後８時、各投票所
開 　票　午後９時～、いきいきランド交野メイン
アリーナ
■期日前投票
　４月 10日（日）の投票日に投票できない人は、
期日前投票をご利用ください。
と 　き　４月２日（土）～９日（土）午前８時 30
分～午後８時
ところ　市役所本館１階　玄関ホール
※ 詳しくは、「広報かたの」３月１日号をご覧くだ
さい。
問 い合わせ　選挙管理委員会事務局（℡  892・01
　21）

市議会議員選挙の日程決まる
　選挙管理委員会は、3月 2日の定例委員会で、9月
30 日に任期満了となる市議会議員選挙の日程を次の
とおり決定しました。
告示・立候補受付　９月４日（日）

▽  午前８時 30 分～ 10 時＝市役所本館３階　第１委
員会室

▽  午前 10 時～午後５時＝市役所本館２階　選挙管理
委員会事務局
投 　票　９月 11日（日）午前７時～午後８時、各投票
所
開 　票　９月 11日（日）午後９時～、いきいきランド
交野メインアリーナ
立 候補予定者説明会　7月 29日（金）午後２時～、市
役所別館３階　中会議室
問い合わせ　選挙管理委員会事務局（℡  892・0121）
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市政のうごき

ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチン、
子宮頸がん予防ワクチン、

接種の一部助成

問い合わせ　健康増進課（℡  893・6405）

　

４
月
か
ら
、
小
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
な
ど
の
発
病
と
そ
の
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
、
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
と
小
児
用
肺
炎

球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
患
者
の
約

６
、７
割
か
ら
見
つ
か
る
発
が
ん

性
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
か
ず
、
希
望
者
が

任
意
で
受
け
る
予
防
接
種
で
す
。

※ 

市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
４
月

か
ら
開
始
予
定
で
す
。

ヒブワクチン・
小児用肺炎球菌ワクチン接種 子宮頸がん予防ワクチン接種

助成期間 4 月 1日～ 24年 3月 31日の接種分
※助成開始前に自費で接種を受けた対象者は、残りの回数分が対象になります。

対　象 接種時に交野市民で、生後 2か月以上 5歳未
満の乳幼児

接種時に交野市民で、平成 7年 4 月 2 日～
11年 4月 1日生まれの女性

接種費用

1 回 3,000 円 1回 1,500 円

※ 生活保護世帯に属する人は、事前申請により接種費用が免除されます。接種前に、印鑑（ス
タンプ印不可）を持って健康増進課窓口までお越しください（本人、保護者以外の申請は
委任状が必要）。

接種回数 最大 4回（接種開始年齢により、回数が異な
ります） 3回

接種方法
左㌻表の医療機関に申し込み、指定された日時に接種
※ やむを得ない事情で、左㌻表の医療機関以外で接種を希望する場合は、事前に健康増進
課にお問い合わせください。

接種時に
必要なもの

母子健康手帳、年齢・住所が確認できるもの（保険証・乳幼児医療証・生徒手帳など）
※忘れた場合は接種できません。

救済制度
予防接種法に基づかない任意接種です。接種後に健康被害が発生した場合は、申請により、独
立行政法人医薬品医療機器総合機構法による医薬品副作用救済制度を利用できます。また、市
でも高度障害や死亡事例の発生に備え、保険加入をしています。

妊婦健康診査の
補助額を拡充

問い合わせ　健康増進課（℡  893・6405）

　

４
月
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査
受

診
券
の
金
額
が
、
次
の
と
お
り
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

補 

助
内
容　

１
回
の
妊
娠
に
つ
き

次
の
額
の
受
診
券
を
交
付

▽ 

１
回
目
＝
１
万
６
０
０
０
円

▽ 

２
〜
14
回
目
＝
３
０
０
０
円

※ 

補
助
額
を
超
え
る
費
用
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

利 

用
で
き
る
医
療
機
関　

府
内
の

産
婦
人
科
が
あ
る
医
療
機
関
、

出
産
を
取
り
扱
っ
て
い
る
助
産

所
※ 

府
外
で
受
診
す
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

残
り
の
受
診
券
を
差
し
替
え
ま

す

　

３
月
末
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人
で
、
出
産
予

定
日
が
４
月
１
日
以
降
の
人
は
、

残
り
の
受
診
券
を
新
し
い
受
診
券

に
差
し
替
え
ま
す
の
で
、
古
い
受

診
券
を
持
っ
て
健
康
増
進
課
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
転
入
し
て
き
た

人
な
ど
、
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市政のうごき

医療機関名 ヒブ 小児用
肺炎球菌

子宮頸
がん予防 住所 電話番号

交野病院 ○ ○ ○ 私部 2－ 11－ 38 891・0331
星田南病院 ○ ○ ○ 藤が尾 3－ 5－ 1 891・3500
尼子医院 ○ ○ ○ 私市 8－ 14－ 3 891・2050
大景医院 ○ ○ ○ 妙見坂 6－ 7－ 2 892・0467
おがわクリニック ○ 私部西 2－ 16－ 1 808・6553
清田医院 ○ ○ ○ 星田西 3－ 12－ 1 893・7351
小菓医院 ○ ○ ○ 星田 5－ 10－ 5 891・2006
小林診療所 ○ ○ 星田 5－ 15－ 15 893・8484
後藤医院 ○ ○ 藤が尾 4－ 3－ 15 892・9500
多々内科クリニック ○ ○ ○ 森南 1－ 9－ 5 895・2250
田中診療所 ○ ○ ○ 私部 7－ 48－ 3 893・8811
寺嶋塚田こどもクリニック ○ ○ ○ 天野が原町 5－ 14－ 7 893・3141
西井医院 ○ ○ 星田 1－ 23－ 24 891・2213
西本内科医院 ○ ○ ○ 藤が尾 3－ 16－ 2 810・8522
野村医院 ○ ○ ○ 倉治 3－ 50－ 1 891・6100
宝田クリニック ○ ○ ○ 私部 8－ 3－ 5 891・3337
三宅医院 ○ ○ 倉治 8－ 5－ 6 893・0108
山添医院 ○ ○ 私部 1－ 16－ 13 891・1025
渡辺内科クリニック ○ 星田北 3－ 34－ 6 892・0010
はと産婦人科 ○ 藤が尾 4－ 3－ 16 891・4103
藤原産婦人科 ○ 梅が枝 44－ 3 892・0341
よしだレディースクリニック ○ 森北 1－ 22－ 6 892・0230
星が丘厚生年金病院 ○ ○ 枚方市星丘 4－ 8－ 1 840・2641
※定期乳幼児予防接種実施医療機関は「わが家の健康管理」か、ホームページをご参照ください。
※ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンは、上表以外にも市外の 5医療機関で実施しています。

ワクチン接種は、
しばらくお待ちください

　現在、下記の理由により、ワクチンの接種を見合
わせ・差し控えていただいています。両ワクチンと
もに、再開については、「広報かたの」やホームペー
ジでお知らせします。

子宮頸がん予防ワクチン

　現在、ワクチンの需要が急増したため製造が追
いつかず、全国的に供給不足になっています。
　そのため、厚生労働省から、ワクチンの安定供
給が行われるまでは、初回の接種を控えるよう要
請がありました。
　安定供給は 7月以降になる見通しです。

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

　ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンを含
む、ワクチン同時接種後の死亡例が報告され、厚
生労働省は、因果関係の評価を実施するまでの
間、接種を一時見合わせることとしました。
　なお、厚生労働省は、現在、詳細な調査を実施
しています。

東北地方太平洋沖地震への
義援金にご協力を

　東北地方太平洋沖地震に対する義援金の募金箱
を、次の施設に設置しています。
　みなさんのご協力をお願いします。
問い合わせ
　①～⑧　総務課（℡  892・0121）
　⑨～⑪　社会福祉協議会（℡  893・6400）
①市役所本館 1階ロビー
平日 9:00 ～ 17:30

②星田出張所
平日 9:00 ～ 17:30

③ゆうゆうセンター 1階
平日 9:00 ～ 17:30

④青年の家
9:00 ～ 17:30

⑤倉治図書館
火 13:00 ～ 17：00
水～日 10:00 ～ 17：00

⑥いきいきランド交野
月・水～土 9:00 ～21:00
日・祝 9:00 ～17:30

⑦星の里いわふね
8:45 ～17:15（火曜休館）

⑧環境事業所
平日 9:00 ～ 17:00

⑨ ゆうゆうセンター 3 階
（社会福祉協議会）
平日 9:00 ～ 17:30

⑩ボランティアセンター
平日 9:00 ～ 17:00

⑪ 介護保険事業所など（受付時間は社会福祉協議会
にお問い合わせください）
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後期高齢者医療に
関するお知らせ

問い合わせ　市民総合窓口担当
（℡  892・0121）

■
23
年
度
の
保
険
料

　

保
険
料
は
２
年
ご
と
に
設
定
し

て
い
ま
す
。23
年
度
は
22
年
度
と

同
様
に
、
被
保
険
者
均
等
割
額
４

万
９
０
３
６
円
、
所
得
割
率
９
・

34
％
で
保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

■ 

保
険
料
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合

①
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
を

受
け
ら
れ
る
対
象
者
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

※ 

基
礎
控
除
額
な
ど
の
数
値
は
、

今
後
の
税
法
改
正
な
ど
に
よ
り

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

軽
減
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す

る
総
所
得
金
額
な
ど
に
は
、
専

従
者
控
除
、
譲
渡
所
得
の
特
別

控
除
の
税
法
上
の
規
定
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

※ 
国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
当
分

の
間
は
、
年
金
収
入
に
つ
き
公

的
年
金
等
控
除
を
受
け
た
65
歳

以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
金
額
か
ら

15
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い
場

合
で
も
、そ
の
世
帯
主
の
所
得
が

軽
減
判
定
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

所得判定区分 軽減
割合

軽減後の
額（年額）

① 下欄②に属する被保険者であり、当該世帯の被保険者全員の各所得が0円であるとき（ただし、公的年金等控除額は80万円として計算する） 9割 4,903 円

② 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額などが、基礎控除額（33万円）を超えないとき 8.5 割 7,355 円

③
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額などが【基礎
控除額（33 万円）＋ 24 万 5,000 円×被保険者の数（被保険者
である世帯主を除く）】を超えないとき

5割 24,518 円

④ 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額などが【基礎控除額（33万円）＋ 35万円×被保険者の数】を超えないとき 2割 39,228 円

の
あ
っ
た
年
の
12
月
31
日
時
点
で

65
歳
以
上
の
人
〉）
の
人
は
、
所
得

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③ 

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の

軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
日
の
前
日
に
、
会
社
の
健
康

保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
所
得

割
額
は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均

等
割
額
の
９
割
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

④
留
意
事
項

　

軽
減
対
象
と
な
る
人
の
判
定

は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
の
で
、
被
保

険
者
が
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
情
報
が

無
い
場
合
は
判
定
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
所
得
の
な
い
人
は
、
市
民

総
合
窓
口
へ
の
簡
易
申
告
な
ど
が

必
要
で
す
。

■ 

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付

書
で
の
納
付
）
の
保
険
料
の
納

め
方

　

７
月
に
、本
算
定
に
か
か
る「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入

通
知
書
」
が
一
体
と
な
っ
た
通
知

書
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、

口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
納
付

で
、
９
期（
７
月
〜
翌
年
３
月
）で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※ 

保
険
料
を
普
通
徴
収
で
お
支
払

い
い
た
だ
く
人
に
は
、
仮
徴
収

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

■ 

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

の
保
険
料
の
納
め
方

　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
人
は
、
原
則
年
６
回
の
年
金

支
給
日
に
、
そ
の
年
金
か
ら
直
接

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希
望

す
る
人
は
、
市
民
総
合
窓
口
に

申
請
す
る
こ
と
で
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

① 

仮
徴
収
（
22
年
中
の
所
得
が
確

定
す
る
ま
で
の
仮
納
付
〈
４
・

６
・
８
月
〉）

⑴ 

23
年
２
月
の
保
険
料
を
特
別
徴

収
で
支
払
っ
た
人

　

４
月
の
年
金
受
給
時
に
、
２
月

に
支
払
っ
た
額
と
同
額
を
、
仮
徴

収
額
と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
保
険
料
額
の

通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。
６
・
８
月

分
は
、
４
月
分
と
同
額
が
適
当
で

な
い
と
市
が
判
断
し
た
場
合
に
仮

徴
収
額
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
変
更
通
知
書
が

送
ら
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の

内
、
算
定
に
か
か
る
所
得
金
額
が

58
万
円
以
下
（
年
金
収
入
の
み
の

場
合
は
２
１
１
万
円
以
下
〈
収
入

保険料の算定方法

年間保険料（※ 1）
＝

被保険者均等割額〈被保険者
1人あたり 4万 9,036 円〉

×

所得割額〈賦課の基となる
所得金額（※ 2）× 9.34％〉

※ １　保険料年額の限度額
は 50万円です。
※ ２　前年の総所得金額・
山林所得金額・他の所得
と区分して計算される所
得の金額の合計額から基
礎控除額 33 万円を控除
した額です（雑損失の繰越
控除額は控除しません）。
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⑵ 

22
年
度
は
普
通
徴
収
で
、
４
・

６
・
８
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
人

　

22
年
度
の
保
険
料
額
を
基
に
算

出
し
、３
月
に
送
っ
て
い
ま
す「
平

成
23
年
度
特
別
徴
収
開
始
の
お
知

ら
せ
」の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

②
本
算
定
後
の
特
別
徴
収

　

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
後

の
10
月
以
降
、
引
き
続
き
、
ま
た

は
新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
人
に
、
７
月
に
「
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」
と
「
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
」
が
一
体
と
な
っ
た
通
知

書
を
送
り
ま
す
。

　

10
・
12
・
２
月
の
年
金
受
給
時

に
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
な
ど

で
納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
を
差

し
引
い
た
額
を
、
支
払
い
回
数
に

振
り
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
健
康
診
査
費
用
の
助
成

　

４
月
下
旬
、
被
保
険
者
に
「
健

康
診
査
受
診
券
」
を
送
り
ま
す
。

年
度
途
中
に
75
歳
に
な
る
人
に

は
、
誕
生
月
の
翌
月
初
旬
に
順
次

送
り
ま
す
。

　

広
域
連
合
が
指
定
す
る
医
療

機
関
な
ど
で
、
有
効
期
限
ま
で
無

料
（
年
度
中
１
回
）
で
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関
な

ど
に
予
約
し
、
受
診
券
と
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

24
年
３
月
に
75
歳
に
な
る
人
に

は
、
24
年
４
月
に
受
診
券
を
送

り
ま
す
の
で
、
受
診
は
翌
年
度

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
75
歳

に
な
る
ま
で
の
間
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の

場
合
、
同
内
容
の
健
診
で
あ
る

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

　

健
康
診
査
で
は
な
く
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、
費
用

の
一
部
を
助
成
（
年
度
中
１
回
）

し
て
い
ま
す
。

　

助
成
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
す
る
ま
で
の
間
は
、
領
収
書

な
ど
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

助
成
額　

上
限
２
万
６
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の
写
し

▽ 

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知

書
な
ど
の
写
し

▽
被
保
険
者
証

▽
口
座
情
報
が
分
か
る
も
の

▽
印
鑑

申
請
窓
口　

市
民
総
合
窓
口
担
当

■
医
療
費
通
知

　

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
、
医

療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
医
療
費
の
通
知
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

通
知
は
年
３
回
、
は
が
き
の
大

き
さ
の
も
の
を
送
り
ま
す
。

通 

知
の
主
な
内
容　

受
診
年
月
・

医
療
機
関
名
・
医
療
区
分
、
受

診
日
数
・
医
療
費
の
総
額
（
負

担
し
た
金
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
厚
生
労
働
省
職
員
な
ど

を
装
っ
て
電
話
を
か
け
、
還
付
金

の
払
い
戻
し
や
保
険
料
の
徴
収
な

ど
を
理
由
に
、
訪
問
し
て
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
ち
去
る

事
件
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を
振
り

込
ま
せ
よ
う
と
す
る
詐
欺
事
件
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
職
員
や
広
域
連

合
、
市
職
員
が
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
使
っ
て
還
付
金
の
払
い
戻

し
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き

は
、
広
域
連
合
（
℡   
06
・
４
７
９

０
・
２
０
２
８
）
や
市
民
総
合
窓

口
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
警
察
に
届
け
て
く
だ
さ

い
。

23 年度の
市税の納期

問い合わせ　税務室（℡  892・0121）

　

23
年
度
の
納
税
通
知
書
の
発
送

予
定
時
期
、
納
期
限
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

■ 

口
座
振
替
制
度
の
ご
案
内

　

市
税
（
市
・
府
民
税
〈
普
通
徴

収
〉、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
）
の
納
付
に
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
市
税
の
取
り
扱
い

金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
窓
口
に
口
座
振
替
申

込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限

の
１
か
月
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
全
期
一
括
を

希
望
す
る
人
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
４
月
末
ま
で
、市
・

府
民
税
は
５
月
末
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
落
と
し
は
各
納
期

限
の
日
に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
申
込
書
は
、
市
外
の

金
融
機
関
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
外
金
融
機
関
を
利
用
す

る
場
合
は
、
税
務
室
納
税
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税目 市・府民税
（普通徴収）

固定資産税
都市計画税 軽自動車税

納税通知書
発送時期 6月上旬 5月上旬 5月上旬

第 1期納期 6月 30日（木）5月 31日（火）5月 31日（火）

第 2期納期 8月 31日（水）8月 1日（月） ー

第3期納期 10月 31日（月）9月 30日（金） ー

第4期納期 12月 26日（月）11月 30日（水） ー
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市営葬儀が
変わります

問い合わせ　市民課（℡  892・0121）

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
、
よ
り
一

層
厳
粛
で
簡
素
低
廉
な
市
営
葬
儀

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
委
託
業
者
を
複
数

と
し
、
区
分
を
標
準
葬
・
略
式
葬

（
神
式
・
キ
リ
ス
ト
教
式
も
対
応
）

と
し
ま
す
。

　

今
回
、
委
託
業
者
５
社
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

委
託
業
者（
順
不
同
）

▽
株
式
会
社
テ
ン
シ
ョ
ウ

▽
泉い

ず
み
や屋

株
式
会
社

▽
有
限
会
社
花は

な
た
け竹

▽
株
式
会
社
西に

し
ぐ
ち
き
ょ
う
え
い
し
ゃ

口
共
栄
社

▽
有
限
会
社
駕か

ご
せ
ん泉

※ 

利
用
時
に
委
託
業
者
を
１
社
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

葬 

儀
の
規
格
・
料
金　

下
表
の
と

お
り

利 

用
条
件　

葬
儀
執
行
者
（
喪
主

な
ど
）
ま
た
は
死
亡
者
が
交
野

市
民
で
、
市
内
で
葬
儀
を
行
う

場
合

葬 

儀
の
場
所　

自
宅
、
地
区
の
集

会
所
や
会
館
、
寺
院
、
教
会
な

ど
の
施
設

そ
の
他

▽ 

祭
壇
や
祭
具
な
ど
は
、
委
託
業

者
が
所
有
す
る
市
営
葬
儀
の
規

格
に
準
ず
る
も
の
を
使
用
し
ま

す
。

▽ 

オ
プ
シ
ョ
ン
を
新
た
に
設
け
ま

す
。利
用
者
と
委
託
業
者
の
直

接
契
約
で
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
（
オ
プ
シ
ョ
ン
の
み
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
）。

▽ 

飯
盛
斎
場
・
寝
屋
川
斎
場
・
枚

方
市
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
の
火
葬

場
へ
の
火
葬
手
続
き
を
、
委
託

業
者
が
代
行
し
ま
す
。

葬 

儀
の
受
付　

４
月
１
日
（
金
）

か
ら
市
民
課
か
、星
田
出
張
所

※ 

平
日
の
業
務
終
了
後
や
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
市
役
所
本
館

地
下
警
備
員
室
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

区分 標準葬 略式葬

品　目

▽祭壇・祭壇の飾り付け・式場用幕を含む　 ▽納棺一式（規格棺・
下敷・スポンジ枕・棺巻〈刀・修多羅房付〉）　 ▽葬儀消耗品　 ▽

ドライアイス（10㌔㌘。脱脂綿付）　 ▽霊柩自動車（洋型）　 ▽手
続き代行（火葬場申し込み）　 ▽納棺および飾り付け・式事執行

標準葬と同じ
※ 葬儀消耗品については、一部内容が
異なります。

▽盛花（一対）　 ▽通夜サポート（1人）　 ▽遺影写真（写真立て含
む。カラーまたは白黒・額・四つ切り）　 ▽御尊名立札・時間板

▽放送設備　 ▽門前ちょうちん（一対）黒幕・鯨幕を含む

▽枕花（1基）

料金 全部使用　16万円
一部使用　14万 3,000 円

全部使用　6万円
一部使用　4万 3,000 円

※一部使用とは、霊柩自動車を使用しない場合です。

高齢者福祉施設
整備・運営法人を公募

問い合わせ　高齢介護課（℡  893・6400）

　

市
は
、
将
来
的
に
増
加
が
見
込

ま
れ
る
認
知
症
高
齢
者
や
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
が
、で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
「
地
域

ケ
ア
」
を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
・

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
高
齢
者

福
祉
施
設
整
備
・
運
営
法
人
を
公

募
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
資
格
な
ど
の
詳
し

い
情
報
は
、
高
齢
介
護
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

katano.osaka.jp/kakka/
kaigo/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
の
種
別

▽ 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設（
小
規
模
特
養
）

▽ 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
）〈
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
指
定
は
不
可
〉

整
備
数　

各
１
施
設

規
模（
定
員
）　

各
29
人

圏
域（
地
域
）　

交
野
市
全
域

実
施
年
度　

23
年
度
整
備

※ 

ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
の

応
募
が
可
能
で
す
。

申
請
書
類
の
配
布

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

▽ 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
高
齢
介
護

課
（
事
前
に
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
）

※ 

申
請
書
類
は
、
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
一
定
の
準
備
期
間
が
必

要
で
す
。

受 

付
期
間　

４
月
11
日
（
月
）
〜

６
月
３
日（
金
）〈
必
着
〉

選 

定
方
法　

申
し
込
み
後
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
、運
営
委
員
会
で
審
査
の
上
、

６
月
末
頃
に
選
定

※ 

審
査
の
結
果
、
ど
の
応
募
者
も

選
定
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
選
定

さ
れ
て
も
指
定
要
件
な
ど
に
該

当
し
な
い
場
合
は
、
指
定
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



(11)23.04.01

市政のうごき

　　市制施行40周年記念
　　第12回交野自然ふれあいウオーク

　自然に恵まれた交野の山や川を、家族や友人
たちと歩いてみませんか。
と　き　4月 29日（祝）〈小雨決行〉
集 　合　午前 8時～ 9時に私部公園グラウン
ド
コース

▽  初心者コース〈第二京阪道路側道コース〉＝
私部公園－第二京阪道路側道－教育文化会館
（昼食）－私部公園（約 6㌔）

▽  一般コース〈妙見山・星のブランココース〉＝
私部公園－天野川緑地－妙見坂小学校－山び
こ広場（昼食）－星のブランコ－星の里いわ
ふね－若宮神社－天田神社－私部公園（約 12
㌔）

▽  健脚コース〈星のブランコ・くろんど園地コー
ス〉＝私部公園－天野川緑地－妙見坂小学校
－山びこ広場－星のブランコ－星の里いわふ
ね（昼食）－すいれん池－府民の森－かいがけ
の道－私部公園（約 18㌔）
※コースは変更になる可能性があります。
参加費　500円（中学生以下無料）
持ち物　弁当、水筒、雨具など
申し込み　直接集合場所
※ 小学 3年生以下は、保護者が同伴してくださ
い。
※ 団体での申し込みは、4月 22日（金）までに
お問い合わせください。
問 い合わせ　交野自然ふれあいウオーク実行委
員会事務局（青年の家内　℡  892・7721）

　　市制施行 40 周年記念市制施行 40 周年記念
　　第 2回　おりひめフェスティバル　　第 2回　おりひめフェスティバル

　おりひめフェスで、活気ある交野にするため、
楽しくみんなで過ごしましょう。
と　き　4月 23日（土）午前 10時～午後 7時
ところ　いきいきランド交野
内 　容　フラ・演奏・出店・フリマなど、楽し
いイベント盛りだくさんです。

参加費　無料
申し込み　当日直接会場
問い合わせ　山﨑・豊岡（℡  894・0687）

市制施行40周年コーナー

　　40周年記念のシンボル事業を
　　企画しています

　市は、11月 3日（祝）
に市制施行 40周年を迎
えるにあたり、2月から
市民のみなさんと市職
員 18 人のメンバーで、
具体的な記念事業（シン
ボル事業）の企画づくりを始めています。
　このシンボル事業を通して、「七夕のふるさと
かたの」の魅力を全国に発信したい、交野を盛
り上げたいと、熱心な意見交換が行われており、
音楽祭やキャンドルナイト、ご当地グルメ、人
文字など、交野の良さを生かしたアイデアが出
ています。
　今後、具体的な実施主体や実現の可能性など
を踏まえて、今月中をめどに、市長へ検討結果
が報告されます。

フリーマーケット
出店者募集

問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

　

日
常
の
不
用
品
の
有
効
活
用

と
、
ご
み
減
量
の
推
進
、
人
と
人

と
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。

と 　

き　

５
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

と
こ
ろ　

環
境
事
業
所

対　

象　

市
内
在
住
の
人

定 　

数　

35
ブ
ー
ス
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

出
店
料　

無
料

区
画
の
大
き
さ　

３
㍍
×
3
㍍

申 

し
込
み　

４
月
１
日
（
金
）
〜

22
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
に
環
境
事
業
所
に

来
所

★ ★

★
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電話番号案内
市役所（本館・別館） ℡  892・0121℡  892・0121
　行政経営室、財務課、総務課、
　情報課、税務室、社会総務室、
　みんなの活力課、暮らしの安心課、
　市民総合窓口担当、
　市民課、国民健康保険課、
　こども室、議会事務局、
　行政委員会事務局、会計室、
　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。

ア
ウ
ト
ド
ア

ミ
ニ
観
察
会

（
ス
ミ
レ
観
察
）

　

ス
ミ
レ
の
種
類
と
特
徴
や
、
春

の
草
花
を
観
察
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
９
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

集 　

合　

午
前
10
時
に
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

あ
れ
ば
野
草
図
鑑
・
ル

ー
ペ

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

春
の
山
野
草

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

４
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

集　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅

内 　

容　

く
ろ
ん
ど
園
地
や
傍
示

の
里
で
、
山
野
草
の
花
を
観
察

し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
学

ぶ
参
加
費　

無
料

服　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴

持 

ち
物　

弁
当
、お
茶
、雨
具
、筆

記
用
具
、
あ
れ
ば
野
草
図
鑑
と

ル
ー
ペ

指 　

導　

北
河
内
自
然
愛
好
会　

西
畑
敬
一
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー文　

化

文
化
財
友
の
会

会
員
募
集

　

文
化
財
事
業
団
は
、
23
年
度
の

友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。歴

史
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
入

会
し
て
く
だ
さ
い
。

内 　

容　
「
文
化
財
だ
よ
り
」・
報

告
書
な
ど
の
配
布
、
現
地
説
明

会
、
文
化
財
公
開
、
文
化
財
講

座
、
出
版
物
の
案
内
、
バ
ス
見

学
会
、各
講
座
割
引
な
ど

年
会
費　

１
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

会
費

を
持
っ
て
文
化
財
事
業
団

八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来

立
像
の
公
開
中
止

　

京
都
国
立
博
物
館
の
特
別
展
覧

会
（
５
月
８
日
ま
で
開
催
）
に
出

展
す
る
た
め
、
５
月
中
旬
ま
で
一

般
公
開
を
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

アウトドアアウトドア

　 ミニ観察会（スミレ観察）
　 春の山野草ウオッチング
文　化文　化

　 阿弥陀如来立像の公開中止
　 文化財友の会会員募集
　 青少年音楽団体定期演奏会
　 青少年音楽団体団員募集
　 チアリーディング指導補助者募集
スポーツスポーツ

　 水中運動体験会
　 グラウンドの開放中止
教　育教　育

　 安全な登下校にご協力を

  青少年コーナー



(13)23.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

青
少
年
音
楽
団
体

団
員
募
集

■
少
年
少
女
合
唱
団

対 　

象　

小
学
３
〜
６
年
生
（
在

団
期
間
は
高
校
２
年
生
ま
で
）

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

制
服
代　

１
０
０
０
円（
貸
与
金
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

対 　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
（
在
団
期
間
は
高
校
２
年

生
ま
で
）

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
８
０
０
円

制
服
代　

実
費

※
楽
器
は
貸
与
し
ま
す
。

■
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

対 　

象　

小
学
２
〜
４
年
生
（
在

団
期
間
は
中
学
３
年
生
ま
で
）

募
集
人
数　

若
干
名

※ 

退
団
に
よ
る
欠
員
数
を
募
集
。

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

練 　

習　

毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

制
服
代　

５
万
円
程
度

※ 

練
習
日
は
い
ず
れ
も
変
更
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課

青
少
年
音
楽
団
体

第
35
回
定
期
演
奏
会

　

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
が
、
１
年
間
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
17
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
指
導
補
助
者
を
募
集

　

練
習
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

練 

習
日
時　

毎
週
土
曜
日
か
、
日

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
練
習
場
所　

青
年
の
家

内 　

容　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
（
小
学
２
年
生
〜
中
学

３
年
生
で
構
成
）
の
練
習
の
補

助
資 　

格　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
経

験
者

募
集
人
数　

若
干
名

※ 

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
に
加
入
）。

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　新学期が始まります。心新たに何かが始
まる予感がする。そんな 1年の節目となる
季節です。
　新たに目標を見つけ、その目標に向かっ
て歩き出すためには絶好の季節です。また、
同じ思いで歩き出した仲間を見つけるのに
も良い季節ではないでしょうか。日常の中
で励ましあったり、刺激しあったりできる
友人を見つけることができれば、これから
の 1年がよりすばらしいものになると思い
ます。
　青少年指導員会でも、そんな出会いの場
や機会を、さまざまなイベントを通して応
援したいと思っています。
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー青少年コーナー
新　学　期新　学　期

ス
ポ
ー
ツ

水
中
運
動
体
験
会

と 　

き　

４
月
８
日
（
金
）
〜
29

日（
祝
）の
水
・
木
・
金
曜
日

時　

間

▽
水
曜
日
＝
午
前
11
時
30
分
〜

▽
木
曜
日
＝
午
後
０
時
30
分
〜

▽
金
曜
日
＝
午
前
10
時
30
分
〜

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

開
放
中
止

　

大
会
で
使
用
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
一
般
利
用
を
中
止
し
ま

す
。

■
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽ 
７
月
16
日
（
土
）・
23
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会 

安
全
な
登
下
校
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
学
校

へ
の
通
学
は
集
団
登
校
を
し
て
い

ま
す
。

　

登
校
の
時
間
帯
は
、
午
前
８
時

〜
８
時
30
分
ご
ろ
、
下
校
は
午
後

２
時
〜
４
時
30
分
ご
ろ
で
す
。

　

登
下
校
時
間
に
車
を
運
転
す
る

人
は
、
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
と
安

全
運
転
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課 

教　

育

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対　

象　

16
歳
以
上
の
人

定　

員　

各
日
10
人

料　

金　

１
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き

い
き
ラ
ン
ド
交
野

昨年の定期演奏会
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教　

育

教　育教　育

　 就学援助制度
　 支援教育就学金
人　権人　権

　 憲法週間記念市民講座
福　祉福　祉

　 コールセンタースタッフ養成講座
　 母子家庭の子育て・就業を支援
　 献血にご協力を
　 母子家庭の就業支援講習会
　 児童扶養手当
　 特別児童扶養手当

就
学
援
助
制
度

対 　

象　

22
年
中（
１
月
〜
12
月
）

の
世
帯
全
員
の
所
得
が
認
定
基

準
以
下
で
、
生
活
が
不
安
定
で

あ
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
が

困
難
な
家
庭

援 

助
内
容　

学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部

援 

助
費
目　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

行
費
、医
療
費

※ 

医
療
費
は
学
校
で
医
療
券
の
交

付
を
受
け
て
治
療
を
受
け
る
人

で
、
対
象
は
学
校
病
（
ト
ラ
コ

ー
マ
・
結
膜
炎
、
白
せ
ん
、
か

い
せ
ん
、
の
う
か
し
ん
、
中
耳

炎
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
ア
デ
ノ

イ
ド
、
寄
生
虫
病
、
う
歯
）に
限

り
ま
す
。

申 

し
込
み　

５
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
書
（
各
学
校
で
全
て

の
児
童
・
生
徒
に
配
布
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
児
童
・
生

徒
が
通
学
し
て
い
る
学
校
へ
提

出
※ 

22
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い
る

場
合
で
も
、
23
年
度
の
申
請
が

必
要
で
す
。希
望
す
る
人
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

支
援
教
育
就
学
金

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
心
身
に

障
が
い
（
障
が
い
の
程
度
が
１

種
１
級
〜
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

に
該
当
）が
あ
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
で
市
立
以
外
の
施
設
へ
就

学
（
園
）
し
、
通
学
（
園
）
に
介

助
の
必
要
な
人

援
助
内
容　

通
学
費
の
援
助

対 

象
施
設　

支
援
学
校
（
旧
養
護

学
校
）、
視
覚
支
援
学
校
（
旧
盲

学
校
）、
聴
覚
支
援
学
校
（
旧
ろ

う
学
校
）、
知
的
障
が
い
児
童
・

生
徒
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
通
園
施
設
、
情
緒
障
が
い
児

童
・
生
徒
短
期
治
療
施
設

申 

請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書

（
学
校
管
理
課
で
配
布
）、
身
体

障
が
い
者
手
帳
か
、
療
育
手
帳

の
写
し
、
在
学
証
明
書
、
住
民

票（
世
帯
全
員
の
写
し
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
学
校
管
理

課
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
）
か
、

こ
ど
も
室（
幼
児
の
場
合
）

人　

権

憲
法
週
間
記
念

市
民
講
座

　

５
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

の「
憲
法
週
間
」を
記
念
し
、
市
民

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
11
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

テ 

ー
マ　
「
相
続
と
遺
言
に
関
す

る
基
礎
知
識
」

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
弁
護
士
会
弁
護
士

申 

し
込
み　

電
話
で
暮
ら
し
の
安

心
課

問 

い
合
わ
せ　

暮
ら
し
の
安
心
課

（
旧
市
長
公
室
人
権
政
策
担
当
）

福　

祉

ひ
と
り
親
家
庭
等
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　

未
経
験
者
で
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
働
け
る
よ
う
、必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

基 
礎
訓
練
期
間
・
コ
ー
ス　

次
の

期
間
の
毎
週
土
曜
日

① 

５
月
28
日
（
土
）
〜
７
月
16
日

（
土
）

② 

７
月
23
日
（
土
）
〜
９
月
17
日

（
土
）

③ 

９
月
24
日
（
土
）
〜
11
月
19
日

（
土
）

④ 

11
月
26
日
（
土
）
〜
１
月
28
日

（
土
）

※ 

各
コ
ー
ス
と
も
に
基
礎
訓
練
終

了
後
、
選
抜
試
験
に
よ
り
60
時

間
の
応
用
訓
練
（
実
務
研
修
）

が
あ
り
ま
す
。

※ 

基
礎
訓
練
期
間
中
は
、
一
時
保

育
（
２
歳
〜
就
学
前
）
が
あ
り

ま
す
。

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

① 

訓
練
期
間
の
全
日
程
、
全
時
間

受
講
で
き
る
人

② 

基
礎
訓
練
修
了
後
に
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
就
労
を
望
む

人（
就
労
可
能
な
人
）

受
講
料　

無
料

手 　

当　

訓
練
期
間
に
応
じ
て
訓

練
手
当
を
支
給

※ 

応
用
訓
練
の
一
部
は
、
賃
金
の

支
払
い
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

相続？
遺言？
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

児
童
扶
養
手
当

　

死
亡
・
離
婚
・
行
方
不
明
な
ど

に
よ
り
、
母
ま
た
は
父
の
い
な
い

児
童
で
、
18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳

未
満
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
な

ど
が
受
給
で
き
ま
す
（
公
的
年
金

給
付
と
の
関
連
や
所
得
制
限
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

（
再
婚
や
母
・
父
の
帰
還
、
児
童

を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）は
、

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■ 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
の
手
当
の
取
り
扱
い
が
変
わ

り
ま
し
た

　

国
民
年
金
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
４
月
か
ら
障
害
基
礎
年

金
の
児
童
の
加
算
は
、
年
金
受
給

権
発
生
後
に
生
計
維
持
関
係
が
で

き
た
児
童
も
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
が
障

害
基
礎
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
額
が

年
金
の
児
童
加
算
額
を
上
回
る
場

合
は
、
年
金
の
児
童
加
算
に
代
わ

っ
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
当
は
原
則
と
し
て
、

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
当
額
の
改
定

　

消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
に
よ

り
、
４
月
分（
８
月
支
給
分
）か
ら

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

全 

部
支
給　

４
万
１
５
５
０
円

（
改
定
前
は
４
万
１
７
２
０
円
）

一 
部
支
給　

９
８
１
０
円
〜
４
万

１
５
４
０
円
（
改
定
前
は
９
８

５
０
円
〜
４
万
１
７
１
０
円
）

母
子
家
庭
な
ど
の

子
育
て
・
就
業
を
支
援

■ 
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費

　

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資

格（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
）

を
取
得
す
る
た
め
に
、
２
年
以
上

養
成
機
関
で
受
講
す
る
場
合
、
一

定
期
間
、促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■ 

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　

教
育
訓
練
講
座
と
し
て
指
定
さ

れ
た
講
座
を
修
了
し
た
場
合
に
支

給
し
ま
す
。

　

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
金

の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

■ 

ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援

事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
者
が
就

学
や
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的

に
家
庭
援
助
や
保
育
な
ど
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
、
家
庭
訪
問
支

援
員
を
派
遣
す
る
か
、
支
援
員
の

居
宅
な
ど
で
児
童
の
世
話
を
行
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
府
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
が
行
っ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業
を
優
先
し
て
利
用
し
て
も

ら
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

24
年
１
月
10
日（
火
）

と 

こ
ろ　

秀
峰
教
育
学
院
（
枚
方

市
大
垣
内
町
２

－

17

－

６
）

受
講
料　

１
万
７
７
５
０
円

通
信
コ
ー
ス
②

と　

き　

９
月
〜
24
年
１
月

と 

こ
ろ　

聖
徳
園
（
枚
方
市
香
里

ヶ
丘
３

－
15

－

１
）

受
講
料　

２
万
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
の

第
１
回
は
６
月
６
日
（
月
）、
第

２
回
は
９
月
５
日
（
月
）
ま
で

に
、
②
は
７
月
29
日（
金
）ま
で

に
社
会
福
祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
に
規
定
さ

れ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
（
主
と
し

て
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
い
ず

れ
か
１
人
）
か
、
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
・

監
護
し
・
生
計
を
維
持
す
る
）
し

て
い
る
人
が
受
給
で
き
ま
す
（
公

的
年
金
給
付
と
の
関
連
や
、
所
得

制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

※ 

障
が
い
の
程
度
や
住
所
・
氏
名

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
当
額
の
改
定

　

消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
に
よ

り
、
４
月
分（
８
月
支
給
分
）か
ら

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

▽ 

障
が
い
程
度
１
級
＝
５
万
５
５
０

円（
改
定
前
は
５
万
７
５
０
円
）

▽ 

障
が
い
程
度
２
級
＝
３
万
３
６

７
０
円
（
改
定
前
は
３
万
３
８

０
０
円
）

■
４
月
期
の
定
時
払
い

　

４
月
11
日（
月
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

■
４
月
期
の
定
時
払
い

　

４
月
11
日（
月
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の

就
業
支
援
講
習
会

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
座

通
信
コ
ー
ス
①

と　

き

▽ 

第
１
回
＝
７
月
13
日
（
水
）
〜

10
月
11
日（
火
）

▽ 

第
２
回
＝
10
月
12
日
（
水
）
〜

献
血
に
ご
協
力
を

と 　

き　

４
月
27
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と 

こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
交
野
店
裏　

駐
車
場
（
今
回
か
ら
場
所
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
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福　

祉

福　祉福　祉

　 大阪府手話通訳者養成講座
　 パソコン要約筆記講習会
　 老人クラブに入りませんか
　 緊急通報システム
　 寝具類の丸洗いサービス
　 訪問理美容サービス
　 高齢者の外出支援サービス
　 重度身体障がい者移動支援サービス
　 虹色ネットワーク会議委員募集

大
阪
府
手
話
通
訳
者

養
成
講
座

と 　

き　

５
月
12
日
（
木
）
〜
24

年
３
月
15
日
（
木
）
の
毎
週
木

曜
日

と 

こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
創
造
館
（
寝

屋
川
市
東
大
利
町
２

－

14
）
他

４
か
所

対 　

象　

府
内
在
住
・
在
勤
で
、

手
話
で
聴
覚
障
が
い
者
と
日
常

会
話
が
可
能
な
人

※ 

す
で
に
大
阪
府
手
話
通
訳
者
と

し
て
登
録
し
て
い
る
人
や
、
手

話
通
訳
士
は
受
講
で
き
ま
せ

ん
。

※ 

詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.

osaka.jp/annai/index.
php

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人

受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
実
費
）

申 

込
書
の
配
布　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
１
階　

障
が
い
福
祉
課

申 

し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
４
月
13
日
（
水
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
、
郵
送
で
〒
５

４
０

－

８
５
７
０
（
住
所
記
入

不
要
）大
阪
府
自
立
支
援
課
か
、

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
■
受
講
判
定
試
験

　

受
講
希
望
者
に
は
判
定
試
験
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と 　

き　

４
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分（
受
付
）

と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
創
造
館

問 

い
合
わ
せ　

府
自
立
支
援
課

（
℡   

06
・
６
９
４
４
・
９
１
７
６
）

パ
ソ
コ
ン

要
約
筆
記
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
者
、
と
り
わ
け
難

聴
者
、
中
途
失
聴
者
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
文
字
に
よ
る
情
報
保

障
を
行
う
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者

と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
人
を
養

成
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
７
日
（
土
）
〜
９

月
24
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

（
全
20
回
）
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

※ 

19
回
以
上
出
席
し
た
人
に
、
修

了
証
書
を
発
行
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽ 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（W

indow
s 

X
P
 S
P

以
上
）を
持
参
で
き
る

▽ 

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
（
１
分
間

に
60
文
字
以
上
の
文
章
入
力
）

が
で
き
る

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環

境
で
あ
り
、
メ
ー
ル
が
で
き
る

（
要
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
）

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料（
教
材
費
は
実
費
）

※ 

講
義
で
は
、
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
テ
キ
ス
ト
基
礎
課

程
・
応
用
課
程
（
各
１
０
５
０

円
）
を
使
用
し
ま
す
。
持
っ
て

い
な
い
人
は
応
募
時
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申 

込
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

15
日（
金
）〈
必
着
〉

申 

し
込
み　

電
話
か
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
住
所
②
氏

名
③
生
年
月
日
④
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
⑤
要
約
筆
記
学
習

経
験
の
有
無
と
、
ど
こ
で
習
っ

た
か
⑥
テ
キ
ス
ト
の
要
・
不

要
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４　

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

障
が
い
福
祉
課

「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
講
習
会

受
付
」係

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高

齢
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

　

緊
急
通
報
装
置
は
、
急
な
発
作

な
ど
、
身
辺
に
異
常
を
感
じ
た
と

き
に
、
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

で
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
通

話
で
き
、相
談
員
と
会
話
が
で
き
、

必
要
に
応
じ
て
協
力
員
・
警
備
員

が
駆
け
付
け
た
り
、
消
防
署
に
連

絡
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
、健
康
相
談
も
で
き
ま
す
。

対 　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
人

※ 

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
必
要
と

す
る
世
帯
は
、
世
帯
状
況
に
よ

り
費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

昼
間
の
み
独
居
の
世
帯
も
対
象

と
な
り
ま
す
（
条
件
あ
り
、
有

料
）

※ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
一
般
電
話
回
線
（
ア
ナ

ロ
グ
回
線
）
の
契
約
で
な
い
人

は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
せ
ん
か

　

市
内
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

随
時
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
趣

味
の
集
ま
り
な
ど
、
健
康
作
り
や

仲
間
作
り
の
活
動
場
所
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　

見
学
や
親
の
入
会
を
勧
め
た
い

家
族
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対 　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

人
問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
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寝
具
類
の

丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
に
、
寝
具
類
の
水
洗

い
・
乾
燥
消
毒
な
ど
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

　

利
用
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

心
身
の
障
が
い
や
傷
病

な
ど
で
、
寝
具
類
の
衛
生
管
理

が
著
し
く
困
難
な
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

利
用
回
数　

年
度
内
２
回

※ 

１
回
の
利
用
に
つ
き
寝
具
類
は

２
枚
以
内
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

自
力
で
も
、介
護
が
あ
っ
て
も
、

理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
人
に
、
自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
出
張
費
を
助
成

し
ま
す
。

　

利
用
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
か
、
そ
れ
に
準
じ
る
心
身
状

態
で
あ
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人

利
用
回
数　

年
度
内
４
回

※
理
美
容
代
は
自
己
負
担
で
す
。

※ 
昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

高
齢
者
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

虚
弱
や
下
肢
が
不
自
由
な
た

め
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額

（
上
限
６
８
０
円
）
を
助
成
す
る

利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

利
用
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
、お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

に
利
用
券
を
渡
す

発 

行
枚
数　

月
２
枚
（
申
請
月
か

ら
年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発

行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

介
護

保
険
証
を
持
参
し
、
高
齢
介
護

課重
度
身
体
障
が
い
者

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
で
、
歩

行
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額
を
助
成

す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
以
上
で
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
各
障
が
い
（
四
肢
・
移
動
・

下
肢
・
体
幹
・
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
）
の
程
度
が
１
・
２
級

で
、
車
い
す
を
使
用
し
な
け
れ

ば
外
出
が
困
難
な
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

に
利
用
券
を
渡
す

発 

行
枚
数　

月
２
枚
（
申
請
月
か

ら
年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発

行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

身
体

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
障
が

い
福
祉
課

虹
色
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
委
員
を
募
集

　

市
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
た
め
、
23
〜
27
年
度
の
５
年
を

期
間
と
し
て
、「
第
２
期
地
域
福
祉

計
画
（
市
の
計
画
）」
と
、
そ
の
推

進
計
画
で
あ
る
「
第
２
期
地
域
福

祉
活
動
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会

の
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
計
画
を
推
進
し
て

い
く
た
め
「
虹
色
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
会

議
は
、
学
識
経
験
者
や
福
祉
関
係

者
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
ご
意

見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

対 　

象　

４
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
で
、
福
祉
に

関
心
が
あ
り
、
平
日
昼
間
に
開

催
す
る
会
議
（
年
２
回
程
度
）

に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数　

２
人
以
内

任 　

期　

委
嘱
し
た
日
（
６
〜
７

月
を
予
定
）
〜
24
年
３
月
31
日

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

▽ 

応
募
理
由
（
委
員
と
し
て
参
加

し
た
い
理
由
を
、
４
０
０
〜

８
０
０
字
程
度
で
記
述
し
た
も

の
）

▽ 

略
歴（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

職
歴
を
書
い
た
も
の
）

※ 

い
ず
れ
も
書
式
は
自
由
で
す
。

申 

し
込
み　

応
募
理
由
と
略
歴
を

持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
４
月
１

日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
３
４　

天
野

が
原
町
５

－

５

－

１　

社
会

福
祉
協
議
会

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
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保
険
・
年
金

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

保険・年金保険・年金

　 国民健康保険からのお知らせ
　 国民年金保険料の改正
　 老人医療の一部負担金助成申請
　 介護保険料の仮算定
環　境環　境

　 新ごみ処理施設計画地の土壌汚染区域指定

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
保
険
料
の
仮
算
定

　

毎
年
４
〜
６
月
分
の
国
民
健
康

保
険
料
は
、
前
年
度
の
保
険
料
を

基
礎
に
仮
算
定
し
た
額
に
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
22
年
中
の
所
得
が
、

21
年
中
に
比
べ
大
幅
に
増
減
し

た
り
、
22
年
中
に
世
帯
の
中
で
異

動
が
あ
っ
た
な
ど
、
23
年
度
の
保

険
料
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
仮
算
定
の
保

険
料
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。納
入
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
30
日
以
内
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
が
確
定
す
る
７
月

に
、
保
険
料
の
本
算
定
を
行
い
、

年
間
保
険
料
を
決
定
し
ま
す
。

■ 

特
定
健
診
受
診
券
の
発
送
が
遅

れ
ま
す

　

４
月
中
旬
に
、
特
定
健
診
（
メ

タ
ボ
健
診
）
の
受
診
券
を
、
40
〜

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
お
届
け
す
る
予
定
で
し
た
が
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響

に
よ
り
、
お
届
け
が
遅
く
な
り
ま

す
。で
き
る
だ
け
早
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
手
配
し
て
い
ま
す
の

で
、し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
券
が
お
手
元
に
な

い
場
合
で
も
、
特
定
健
診
の
申
し

込
み
は
可
能
で
す
。ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
で
の
健
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、「
わ
が
家
の
健
康
管
理
」
に

あ
る
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

国
民
年
金

保
険
料
の
改
正

　

４
月
〜
24
年
３
月
の
国
民
年
金

保
険
料
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。

保
険
料（
月
額
）

▽ 

定
額
保
険
料
＝
１
万
５
０
２
０

円
▽ 

４
分
の
３
保
険
料
＝
１
万
１
２

７
０
円

▽
半
額
保
険
料
＝
７
５
１
０
円

▽ 
４
分
の
１
保
険
料
＝
３
７
６
０

円
※ 

前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
り

引
き
さ
れ
ま
す
（
納
期
限
あ

り
）。

■
こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

本
人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
配

偶
者
が
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き

▽ 

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
か
ら

外
れ
た
と
き

▽ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▽ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

海
外
へ
転
出
す
る
と
き
（
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽ 

そ
の
他
、
諸
変
更
が
あ
っ
た
と

き
（
そ
の
都
度
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

申 

請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
認
印
、
本
人
ま
た
は
配
偶

者
の
退
職
日
ま
た
は
喪
失
日
が

確
認
で
き
る
書
類
（
退
職
な
ど

の
場
合
の
み
）

※ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
う
ち
、
退

職
し
た
人
の
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

市
民
総
合
窓
口
担
当

※ 

内
容
に
よ
り
、
年
金
事
務
所
を

案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▽ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

届
け
出
に
つ
い
て
＝
市
民
総
合

窓
口
担
当

▽ 

年
金
受
給
や
制
度
に
つ
い
て
＝

枚
方
年
金
事
務
所（
℡  
８
４
６
・

５
０
１
１
）

［広告］

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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介
護
保
険
料
の
仮
算
定

　

本
算
定
（
本
徴
収
）
が
確
定
す

る
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年

度
の
保
険
料
を
基
礎
に
仮
算
定
し

た
額
に
な
り
ま
す
。仮
算
定
額
は

４
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
被
保
険
者

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

① 

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
人
）

　

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
、
ま
た

は
65
歳
以
上
の
人
が
交
野
市
に
転

入
し
た
日
が
資
格
取
得
日
と
な

り
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
か

ら
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

② 

第
２
号
被
保
険
者
（
40
〜
64
歳

の
医
療
保
険
加
入
者
）

　

医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。ご
加
入
の
医
療
保
険
組
合
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
の
納
め
方
（
65
歳
以
上

の
人
）

　

納
め
方
に
よ
り
、
仮
算
定
期
間

が
異
な
り
ま
す
。

▽ 

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
付
、
老
齢
・
退
職
年
金

な
ど
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
）＝﹇
仮
算
定
﹈
４
月
〜
６
月

﹇
本
算
定
﹈７
月
〜
翌
３
月

▽ 

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
、

退
職
年
金
な
ど
が
年
額
18
万
円

以
上
の
人
）＝﹇
仮
徴
収
﹈
４
月

〜
９
月
﹇
本
徴
収
﹈
10
月
〜
翌

３
月

■ 

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担

額（
通
常
は
１
割
）が
、
３
割
に
な

る
な
ど
、
保
険
給
付
の
制
限
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
公
費
と
と
も
に
介
護

保
険
制
度
を
運
営
す
る
大
切
な
財

源
で
す
。納
入
に
つ
い
て
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
５
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
医
療
証

の
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
代
理
申
請
可
）。

▽ 

５
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

に
該
当
す
る
人

⑥
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

⑦ 

療
育
手
帳
Ｂ
１
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
３

〜
６
級
に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※ 「
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証
」

（
黄
色
）
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

該
当
し
ま
せ
ん
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
の
該
当
を
証
明
す
る
も
の

（
患
者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民

総
合
窓
口
担
当 

環　

境

新
ご
み
処
理
施
設
計
画
地

の
土
壌
汚
染
区
域
指
定

　

昨
年
に
行
っ
た
新
ご
み
処
理
施

設
整
備
事
業
計
画
地（
大
字
私
市
）

の
土
壌
調
査
に
よ
り
、
一
部
の
区

域
か
ら
基
準
を
超
え
る
汚
染
物
質

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
き
、
土

地
所
有
者
か
ら
区
域
指
定
の
申
請

を
行
い
、
府
知
事
に
よ
っ
て
こ
の

区
域
が
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

府
の
見
解
に
よ
る
と
、
周
辺
の

地
形
な
ど
の
条
件
か
ら
、
地
下
水

汚
染
が
周
辺
井
戸
な
ど
へ
拡
散
す

る
こ
と
は
な
く
、
周
辺
住
民
へ
の

被
害
が
起
き
る
お
そ
れ
は
無
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
し
ば
ら
く
の
間
は
計
画

地
内
２
か
所
、周
辺
井
戸
２
か
所
で

地
下
水
質
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.osaka.

jp
/ka
n
kyo
h
o
ze
n
/jib
a
n
/

sitei.htm
l

）
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

［広告］ ［広告］［広告］
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く
ら
し

くらしくらし

　 飼い犬登録と狂犬病予防注射
　 狂犬病を予防しましょう
　 飼い主のみなさんへ
　 春の山地自然を守る運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 春の山火事予防運動

10:00 ～ 11:30 13:30 ～ 14:15 15:00 ～ 15:45

4 月 4日（月）
育苗センター
（ふじがお幼稚
園横）

第1児童センター
（幾野）

さくら丘自治会館
（天野が原町）

4月 5日（火）倉治公民館
百重ヶ原ちびっこ
広場（私市山手）

私市会館

4月 6日（水）市役所別館東 私部会館 青山自治会集会所

4月 7日（木）星田会館
南星台 4丁目
西公園

星田山手自治会館

4月 8日（金）
教育文化会館
（倉治）

郡津駅西口前
（松塚公園内）

郡津公民館

4月 11日（月）市役所別館東 妙見東自治会館
妙見坂 1丁目公園
（ちびっこ広場）

4月 12日（火） ー
リニアパーク北公
園（星田西体育施
設北側）

ゆうゆうセンター
西側駐車場

4月 13日（水） ー 星田会館 星田出張所

4月 14日（木） ー 森区民ホール 倉治公民館

※雨天の場合も実施します。
※駐車場はありません。車での来場はご遠慮ください。

飼
い
犬
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　

次
の
と
お
り
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。狂
犬
病
予
防
注
射
は
1
年

に
1
回
、
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

対 　

象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

（
室
内
犬
も
同
様
）

※ 

次
に
該
当
す
る
犬
は
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
妊
娠
中
か
最
近
交
配
さ
せ
た

② 

過
去
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出

た
③ 

１
か
月
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
受
け
た

④ 

下
痢
・
お
う
吐
・
せ
き
な
ど
の

症
状
が
あ
る

⑤ 
現
在
、病
院
で
治
療
中

⑥ 

他
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
（
交

野
市
へ
登
録
変
更
を
す
る
場
合

は
除
く
）

内 　

容　

飼
犬
登
録
（
未
登
録
者

の
み
）、
各
種
変
更
届
お
よ
び

死
亡
届
、
狂
犬
病
予
防
注
射
お

よ
び
注
射
済
票
の
交
付

※ 

転
入
届
は
、
転
出
元
の
市
町
村

で
交
付
さ
れ
て
い
る
鑑
札
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。鑑
札
が

な
い
場
合
は
再
発
行
（
手
数
料

１
６
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

※ 

飼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
、
登
録
時
の
鑑
札
も
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

既
登
録
者
に
は
「
狂
犬
病
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ
」
を
送
っ
て

い
ま
す
の
で
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。忘
れ
る
と
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

手
数
料

▽ 

飼
犬
登
録
手
数
料
（
未
登
録
者

の
み
）＝
３
０
０
０
円

▽ 

予
防
注
射
・
注
射
済
票
交
付
手

数
料
＝
３
２
０
０
円

※ 

今
年
度
か
ら
、発
行
す
る
鑑
札
・

注
射
済
票
の
様
式
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

■
注
意
点

▽ 

犬
は
、
十
分
制
御
で
き
る
人
が

連
れ
、
首
輪
・
鎖
は
安
全
な

も
の
を
装
着
、
噛
み
ぐ
せ
の

あ
る
犬
は
口
輪
な
ど
を
つ
け

て
く
だ
さ
い

▽ 

予
防
注
射
当
日
は
、
激
し
い

運
動
や
入
浴
を
避
け
、
安
静

に
さ
せ
て
く
だ
さ
い

▽ 

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
人

は
、
動
物
病
院
な
ど
で
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

［広告］ ［広告］［広告］
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ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

気
軽
に
意
見
を
交
換
し
合
う
井

春
の
山
地
自
然
を

守
る
運
動

　

市
山
地
対
策
協
議
会
は
、
４
月

１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
）、「
ご

み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る
豊
か
な
自

然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
春
の
山

地
自
然
を
守
る
運
動
」
を
展
開
し

ま
す
。

　

ご
み
の
自
主
的
な
持
ち
帰
り
や

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
運
動

に
協
力
し
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
に
は
ご
み
袋
を
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
や
団
体
の
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

山
地
対
策
協
議
会

（
み
ん
な
の
活
力
課
〈
旧
市
長

公
室
市
民
活
動
推
進
担
当
〉内
）

春
の
山
火
事
予
防
運
動

　

４
月
17
日
（
日
）
〜
５
月
５
日

（
祝
）、日
曜
日
・
祝
日
を
重
点
に
、

消
防
本
部
（
署
）
と
消
防
団
合
同

で
、「
そ
の
油
断　

緑
の
森
を　

火

の
海
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山
林

パ
ト
ロ
ー
ル
や
駅
前
広
報
を
実
施

し
、
ハ
イ
カ
ー
に
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
禁
止
な
ど
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
う
っ

か
り
し
た
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
大

半
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
山
火
事
が
一
度

発
生
す
る
と
大
き
な
火
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
山
火
事
予
防
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

狂
犬
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
、
発
症
す
る
と

１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
症
前
の
潜
伏
期
間
中

の
免
疫
治
療
は
あ
り
ま
す
が
、
発

症
し
て
か
ら
の
治
療
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

世
界
で
は
、
年
間
約
５
万
５
０

０
０
人
が
こ
の
病
気
で
死
亡
し
、

そ
の
内
、
約
３
万
人
が
ア
ジ
ア
地

域
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
の
現
状

　

日
本
で
は
、１
９
５
７
年
以
降
、

国
内
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海

外
で
犬
に
か
ま
れ
て
感
染
し
、
帰

国
後
に
発
症
し
た
事
例
が
、
18
年

度
に
２
例
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る

狂
犬
病
が
、
人
や
動
物
の
移
動
が

盛
ん
な
近
年
、
海
外
と
の
行
き
来

で
、
い
つ
・
ど
ん
な
形
で
国
内
に

侵
入
し
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

■
狂
犬
病
予
防
の
た
め
に

　

狂
犬
病
が
一
度
国
内
で
流
行
す

る
と
、
撲
滅
す
る
の
に
膨
大
な
費

用
と
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
や

ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ふ
ん
は

飼
い
主
の
責
任
で
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

犬
以
外
に
猫
の
ふ
ん
な
ど
に
よ

る
苦
情
も
増
え
て
い
ま
す
。野
良

万
が
一
狂
犬
病
が
侵
入
し
て
も
、

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
犬
へ
の

狂
犬
病
予
防
注
射
は
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
日
本
で
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
犬
の
飼
い
主
に
次
の
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

▽ 

飼
犬
登
録
を
行
い
、
鑑
札
の
交

付
を
受
け
る

▽ 

年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
犬

に
受
け
さ
せ
、
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
る

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

猫
や
人
に
迷
惑
を
か
け
る
猫
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
飼
い
猫
は

室
内
で
飼
育
し
、
野
良
猫
に
む
や

み
に
え
さ
を
与
え
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

４
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 

い
合
わ
せ　

み
ん
な
の
活
力
課

（
旧
市
長
公
室
市
民
活
動
推
進

担
当
）

［広告］
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く
ら
し

くらしくらし

　 春の安全運転講習会
　 気象警報を市町村ごとに発表
　 大阪広域水道企業団が用水供給事業開始
　 日本さくら草の展示会
　 臨時・引っ越しごみの電話受付
　 春の薬草見学会
　 府営住宅の申込書配布
　 広報レポーター募集
しごとしごと

　 新ビジネスを応援
選　挙選　挙

　 財産区議会議員選挙
求　人求　人

　 労働基準監督官採用試験

春
の
安
全
運
転
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

４
月
27
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
、

私
市
会
館

▽ 

４
月
28
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
、

交
野
会
館

▽ 

４
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

受
付
時
間
は
開
始
時
間
の
約
30

分
前
で
す
。車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
に
は
、

こ
の
講
習
を
年
に
１
回
以
上
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

受
講
カ
ー
ド
か
会
員
証

（
受
講
済
記
録
を
押
印
し
ま
す
）

問 

い
合
わ
せ　

暮
ら
し
の
安
心
課

（
旧
道
路
河
川
課
交
通
安
全
係
）

か
、
枚
方
交
野
交
通
安
全
協
会

（
℡  
８
４
３
・
２
２
８
８
）

気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表

　

気
象
庁
は
、
警
戒
の
必
要
な
地

域
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町

村
を
対
象
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

交
野
市
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、「
交
野
市
」
と
明

示
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
気
象
警
報
・
注
意
報
が
放
送
さ

れ
る
と
き
は
、
画
面
に
表
示
で
き

る
文
字
数
や
読
み
上
げ
時
間
の
都

合
上
、
交
野
市
を
含
む
「
大
阪
府
」

ま
た
は
「
東
部
大
阪
」
と
放
送
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
詳
細
内
容

は
、
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.m
lit.go.jp/sa

ig
a
i/b
o
sa
ijo
h
o
/i-in

d
e
x.

htm
l

）
を
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
気

象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.jm
a.go.jp/jp/w

arn/
3
3
1
_table.htm

l

）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※ 

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど
で

も
、市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
発
表
状
況
を
確
認
で

き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
管
区
気
象
台

予
報
課
（
℡   

06
・
６
９
４
９
・

６
３
０
３
） 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
が

用
水
供
給
事
業
を
開
始

　

４
月
か
ら
、
大
阪
市
を
除
く
府

内
42
市
町
村
で
構
成
さ
れ
た
大
阪

日
本
さ
く
ら
草
の

展
示
会

と 　

き　

４
月
16
日
（
土
）
〜
21

日
（
木
）〈
18
日
は
休
館
日
〉
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
21

日
は
午
前
中
の
み
展
示
）

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

入
場
料　

無
料

※ 

さ
く
ら
草
苗
の
販
売
が
あ
り
ま

す
。

■
講
習
会

と 　

き　

４
月
17
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

受 

講
料　

５
０
０
円
（
花
苗
、
用

土
、植
木
鉢
代
な
ど
を
含
む
）

主　

催　

交
野
さ
く
ら
草
の
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課 

広
域
水
道
企
業
団
が
、
大
阪
府
水

道
部
に
代
わ
り
、
42
市
町
村
の
水

道
事
業
者
に
水
道
用
水
を
提
供
し

ま
す
。

　

な
お
、
各
家
庭
へ
の
給
水
は
、

ひ
き
続
き
交
野
市
水
道
局
が
行
い

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
広
域
水
道

企
業
団
企
画
課
（
℡   

06
・
６
９

４
４
・
６
８
６
４　

http://
w
w
w
.w
sa-osaka.jp/

）

［広告］

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさ
んから有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横 84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡   06・6222・7999）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。



(23)23.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

　

労
働
基
準
監
督
官
と
は
、
働
く

人
の
法
定
労
働
条
件
の
確
保
・
向

上
、
労
災
事
故
の
防
止
、
労
災
補

償
の
仕
事
を
す
る
厚
生
労
働
省
の

専
門
職
員（
国
家
公
務
員
）で
す
。

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

▽ 

労
基
Ａ
（
法
文
系
）
＝
約
１
０

０
人

▽ 

労
基
Ｂ（
理
工
系
）＝
約
20
人

受 

験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

① 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

② 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
（
卒

業
見
込
み
、人
事
院
が
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人
を
含
む
）

試 

験
日　

６
月
12
日（
日
）

と
こ
ろ　

大
阪
市
ほ
か
15
都
市

申 

込
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

14
日（
木
）〈
消
印
有
効
〉

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
総
務

課
（
℡   

06
・
６
９
４
９
・
６
４

８
５
）

求　

人

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

　

５
月
13
日
任
期
満
了
と
な
る
倉

治
・
郡
津
・
星
田
・
私
市
・
森
・

寺
の
６
財
産
区
議
会
議
員
の
選
挙

を
行
い
ま
す
。

告
示
日　

４
月
19
日（
火
）

投
票
日　

４
月
24
日（
日
）

開 　

票　

４
月
24
日
（
日
）
午
後

9
時
〜
、
市
役
所
別
館
３
階　

中
会
議
室

問 
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２

１
）

選　

挙

業
な
ど
が
行
う
技
術
・
人
材
・
歴

史
・
伝
統
な
ど
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
新
し
い
事
業
の
、
立
ち
上

げ
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

　

公
募
要
領
の
配
布
期
間
は
４
月

１
日（
金
）
〜
５
月
20
日（
金
）で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
大
阪
商
工
会
議

所
枚
方
本
所
中
小
企
業
相
談
所

指
導
課
（
℡  
８
４
３
・
５
１
５

４
）

地
域
を
元
気
に
す
る

新
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

　
「
お
お
さ
か
地
域
創
造
フ
ァ
ン

ド
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
助
成
事

業
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
中
小
企

し
ご
と

春
の
薬
草
見
学
会

と 　

き　

５
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

摂
南
大
学
薬
学
部
附
属

薬
用
植
物
園
（
枚
方
市
長
尾
峠

町
45

－

１
）

内 　

容　

薬
用
植
物
の
見
学
、
漢

方
薬
・
健
康
茶
・
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
の
試
飲
な
ど

定 　

員　

50
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
氏

名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
記
入
し
、
４
月
11

日（
月
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒
５

７
２

－

８
５
０
８　

寝
屋
川

市
池
田
中
町
17

－

８　

摂
南

臨
時
・
引
っ
越
し
ご
み

の
電
話
受
付
を
開
始

　

臨
時
ご
み
・
引
っ
越
し
ご
み
の

申
し
込
み
は
、
今
ま
で
環
境
事
業

所
窓
口
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
電
話
で
の

申
し
込
み
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

事
業
所

府
営
住
宅

申
込
書
の
配
布

　

今
月
は
、
配
布
期
間
・
受
付
期

間
が
今
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

配 
布
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

15
日
（
金
）〈
土
・
日
曜
日
を
除

く
〉

受 

付
期
間　

４
月
８
日
（
金
）
〜

15
日（
金
）〈
消
印
有
効
〉

市 

内
の
配
布
場
所　

市
役
所
本
館

１
階
受
付
、
市
役
所
本
館
２
階

情
報
課
、
星
田
出
張
所
、
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

詳
し
く
は
、
申
込
書
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

情
報
課
（
旧
市
長

公
室
広
聴
広
報
担
当
）

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

先
月
、
市
内
の
催
し
や
話
題
を

取
材
す
る
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
が
、
応
募
が
な
か
っ

た
た
め
、再
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
で

も
取
材
が
で
き
る
、
18
歳
以
上

の
市
民

募
集
人
数　

１
人

内 　

容　

月
１
回
の
レ
ポ
ー
タ
ー

会
議
で
決
ま
っ
た
テ
ー
マ
の
取

材
・
原
稿
作
成

※
カ
メ
ラ
は
貸
与
し
ま
す
。

活
動
期
間　

24
年
３
月
ま
で

申 

し
込
み　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

と
、「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た

い
。こ
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ

る
」
な
ど
の
短
文
（
書
式
自
由
）

を
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

情
報

課
「
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集
」

係
※ 

履
歴
書
な
ど
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

問 

い
合
わ
せ　

情
報
課
（
旧
市
長

公
室
広
聴
広
報
担
当
）

大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

※
２
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
２
９
・
０
３
８
５
）
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求　

人

一
時
預
か
り

（
旧
一
時
保
育
）

　

保
護
者
の
疾
病
や
看
護
、
冠
婚

葬
祭
、
育
児
疲
れ
に
よ
る
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
週
３
日
ま
で
一
時

預
か
り
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
交
野
保
育
所

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。以

前
に
登
録
し
て
い
た
人
も
４
月
以

降
に
再
登
録
が
必
要
で
す
。ま
た
、

利
用
に
は
前
日
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
す
。

※ 

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
時

預
か
り
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

費　

用

▽ 

１
日（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

＝
３
０
０
０
円

▽ 

半
日
（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

か
、
午
後
１
時
〜
５
時
）
＝
２

０
０
０
円

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
保

育
所
（
松
塚
11

－

10　

℡  
８
９

１
・
６
２
０
３
）

つ
ど
い
の
広
場
の

お
休
み
と
場
所
変
更

　

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階
運
動
療
法
室
で
行
っ
て
い
る

つ
ど
い
の
広
場
を
、
次
の
と
お
り

お
休
み
・
場
所
変
更
し
ま
す
。

お 

休
み
の
日　

４
月
６
日
（
水
）・

13
日（
水
）

場 

所
変
更
の
日
・
場
所

▽ 

４
月
８
日
（
金
）
＝
天
野
が
原

町
東
ち
び
っ
こ
広
場

▽ 

４
月
20
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

＝
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

※ 
そ
の
他
の
日
は
通
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
。

ろ
ば
」
を
開
始
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

月
・
火
・
木
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

※ 

祝
日
な
ど
、
利
用
で
き
な
い
日

が
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

幾
野
会
館
（
幾
野
３

－

28

－

20
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対 　

象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

親
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

二
中
校
区
の
子
育
て

「
ひ
ろ
ば
」が
変
わ
り
ま
す

　

中
学
校
区
単
位
で
、
子
育
て
親

子
が
気
軽
に
集
い
、遊
び
や
交
流
、

相
談
で
き
る
場
「
ひ
ろ
ば
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
た

第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
（
幾
野
）
の

「
出
張
広
場
」
を
終
了
し
、
４
月
か

ら
は
、
幾
野
会
館
で
週
３
日
「
ひ

み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
サ
イ
ト

に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
す
れ
ば
、
欲
し
い
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
と
き
に
、
新
着
案
内
が
届

き
ま
す
。

Ｕ 

Ｒ
Ｌ　

http://katano.m
ypl. 

net/kosodate_katano/

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

子
育
て
情
報
が

得
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
織
姫
ね

っ
と
」
を
活
用
し
て
、
新
た
に
市

域
の
子
育
て
情
報
を
１
つ
に
集
め

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
元

に
、サ
イ
ト
に
情
報
を
追
加
し
て
、

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受 

験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

① 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

② 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、大
学
を
卒
業
し
た
人（
卒

業
見
込
み
、
人
事
院
が
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
を
含

む
）

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

第 

１
次
試
験
日　

６
月
12
日（
日
）

申 

込
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

14
日（
木
）

※ 

詳
し
く
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
市

役
所
本
館
１
階
税
務
室
市
民
税

係
で
配
布
）
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go. 

jp
）「
採
用
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
（
℡   
06
・
６
９
４
１
・

５
３
３
１
）
か
、
枚
方
税
務
署

（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

子
育
て

求　人求　人

　 国税専門官採用試験
子育て子育て

　 子育て情報が得やすくなりました
　 二中校区の「ひろば」が変わります
　 つどいの広場のお休みと場所変更
　 一時預かり（旧一時保育）
　 親子で一緒に遊ぼう
　 幼児園の園庭開放
　 星田地域子育て支援センター

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室
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星
田
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
４
月
の
子
育
て
講
座

と 　

き　

４
月
28
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
（
星
田
保

育
園
内
）

※ 

専
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。

内 　

容　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

〜
親
子
で
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」

対 　

象　

４
月
28
日
現
在
、
生
後

２
〜
６
か
月
の
子
ど
も
と
保
護

者
定 　

員　

８
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参 

加
費　

３
０
０
円
（
マ
ッ
サ
ー

ジ
オ
イ
ル
代
）

講　

師　

助
産
師

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月
日

③
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

４
月
13
日
（
水
）〈
必
着
〉
ま
で

に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
第
１
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

５
月
10
・
17
・

24
日
、６
月
７
・
14
・
21
日

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

５
月
11
・
18
・

25
日
、６
月
８
・
15
・
22
日

対　

象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス
＝
17
年
４
月
２
日

〜
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス
＝
21
年
４
月
２
日

〜
21
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
と
保
護
者

※ 

き
ょ
う
だ
い
で
コ
ー
ス
が
分
か

れ
る
と
き
は
、
兄
・
姉
で
火
曜

コ
ー
ス
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

時 　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

説
明
会　

４
月
26
日（
火
）

▽ 
火
曜
コ
ー
ス
＝
午
前
10
時
〜
10

時
30
分

▽ 

水
曜
コ
ー
ス
＝
午
前
11
時
〜
11

時
30
分

と 

こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー

定　

員　

各
10
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）②
子
ど
も
の
生
年
月
日
・

年
齢
・
性
別
③
住
所
④
電
話
番

号
⑤
連
れ
て
く
る
弟
・
妹
の
有

無
と
年
齢
を
記
入
し
、
４
月
11

日（
月
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒
５

７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー　

わ
ん
ぱ
く

教
室
係

■ 

あ
か
ち
ゃ
ん
の
日
の
日
時
を
変

更

　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
日
の
日
時
を
、

今
ま
で
の
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

１
時
〜
３
時
か
ら
、
第
２
・
４
金

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
に
変
更
し
ま
す
。

対 　

象　

お
お
む
ね
１
歳
５
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

※ 

そ
れ
以
上
の
年
齢
の
き
ょ
う
だ

い
が
一
緒
の
場
合
は
、
自
由
遊

び
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
６
０
・
７
１
９
３
）

親
子
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

● 

わ
か
ば
保
育
園

　

私
部
１

－

22

－

１

　

℡  
８
９
１
・
１
８
２
４

■
園
庭
開
放（
予
約
不
要
）

と 　

き　

毎
月
１
回
（
８
月
を
除

く
）
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分〈
雨
天
中
止
〉

対 　

象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

倉
治
保
育
園

　

倉
治
１

－

１

－

12

　

℡  
８
９
１
・
１
１
１
６

■
園
庭
開
放

と 　

き　

毎
月
２
回
（
８
・
９
・

１
月
を
除
く
）
午
前
10
時
30
分

〜
正
午〈
雨
天
中
止
〉

※ 

詳
し
い
日
程
は
、
申
込
者
に
連

絡
し
ま
す
。

対 　

象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

親
※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

４
月
15
日
（
金
）
午

前
11
時
〜
正
午
に
来
園

● 

交
野
保
育
所

　

松
塚
11

－

10

　

℡  
８
９
１
・
６
２
０
３

■
園
庭
開
放（
予
約
不
要
）

と 　

き　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

雨
天
時
や
園
の
行
事
の
と
き
は

中
止
し
ま
す
。

※ 

３
か
月
ご
と
に
予
定
表
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

■
親
子
い
き
い
き
体
操
ク
ラ
ブ

と 　

き　

４
月
18
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
11
時

対 　

象　

１
〜
２
歳
の
未
就
園
児

と
親

定　

員　

５
組

申 

し
込
み　

園
庭
開
放
時
に
申
し

込
み

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
ず
、
安
全
に
注
意
し
て
遊
ん

で
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

未
就
学
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－
１　

℡  
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－
12　

℡  
８
９
２
・
０
２
０

６
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡  
８
９
２
・
８
４

３
３
） 

幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
幼
児

園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
12
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時〈
雨
天
中
止
〉

と 

こ
ろ　

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児

園
、
あ
さ
ひ
幼
児
園
、
く
ら
や

ま
幼
児
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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子
育
て

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

５
月
10
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
と
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

っ
く
り
受
講
で
き
ま
す
。

対 　

象　

２
〜
３
歳
未
満
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定　

員　

先
着
14
人

※
初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
託
児
に
必

要
な
物（
汚
れ
物
を
入
れ
る
袋
、

お
む
つ
、
普
段
使
っ
て
い
る
容

器
に
入
れ
た
お
茶
な
ど
の
飲
み

物
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

５
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課 

も
ぐ
も
ぐ

元
気
っ
子
講
座

と 　

き　

５
月
10
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

お
や
つ
や
朝
食
と
し
て

簡
単
に
調
理
で
き
る
献
立
の
実

演
、講
義
、試
食（
保
護
者
の
み
）

※ 
保
育
室
に
子
ど
も
を
預
け
て
ゆ

対 　

象　

19
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
０

時
50
分
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と 　

き　

４
月
27
日
（
水
）
午
前

９
時
15
分
〜
10
時
15
分

対　

象　

０
歳
児

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

５
月
10
日（
火
）

対 　

象　

22
年
12
月
11
日
〜
23
年

１
月
10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
19
日（
火
）

対 　

象　

21
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
13
日（
水
）

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
４
月
の
子
育
て
講
座
①

と 　

き　

４
月
20
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
（
青
年
の

家
横
）

内　

容　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

対 　

象　

４
月
20
日
現
在
、
妊
娠

20
週
以
降
で
、
医
師
・
助
産
師

の
許
可
を
得
た
人
。切
迫
早
産

の
兆
候
の
な
い
人

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
入
室
は
で
き
ま

せ
ん
。

定　

員　

８
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

助
産
師　

岸
本
玲
子
さ

ん
申 
し
込
み　

４
月
１
日（
金
）か
ら
、

電
話
・
来
所
で
同
セ
ン
タ
ー

■
４
月
の
子
育
て
講
座
②

と 　

き　

４
月
25
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

対 　

象　

４
月
25
日
現
在
、
生
後

２
〜
６
か
月
の
子
ど
も
と
親

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

定 　

員　

10
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参 

加
費　

３
０
０
円
（
マ
ッ
サ
ー

ジ
オ
イ
ル
代
）

講 　

師　

交
野
市
助
産
師
会

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月
日

③
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

４
月
13
日
（
水
）〈
消
印
有
効
〉

ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５

２　

私
部
２

－

29

－

５　

交
野

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
赤
ち
ゃ
ん
の
日

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
週
月
曜
日

を
「
赤
ち
ゃ
ん
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

対 　

象　

お
お
む
ね
１
歳
６
か
月

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

※ 

そ
れ
以
上
の
年
齢
の
き
ょ
う
だ

い
が
一
緒
の
場
合
は
、
自
由
遊

び
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
１
０
・
８
２
７
０
） 

子育て子育て

　 交野市地域子育て支援センター
　 乳幼児の健診と相談
　 もぐもぐ元気っ子講座
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パパママ☆マタニティー教室
健　康健　康

　 センター健（検）診の申し込み
　 成人歯科健診
　 星のまち歩く歩くDAY
　 ゆうゆう元気アップ大作戦
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成
人
歯
科
健
診

　

歯
周
病
は
自
覚
症
状
に
乏
し

く
、
異
常
に
気
づ
い
た
と
き
に
は

相
当
進
行
し
、
歯
を
残
し
て
お
く

こ
と
が
困
難
な
場
合
が
よ
く
あ
り

ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
定

期
健
診
が
必
要
で
す
。

と 　

き　

４
月
１
日
（
金
）
〜
24

年
２
月
29
日（
水
）

対 　

象　

４
月
１
日
〜
24
年
３
月

31
日
に
、
40
・
50
・
60
・
70
歳

に
な
る
市
民

※ 

誕
生
日
以
前
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

受 

診
に
必
要
な
も
の　

案
内
は

が
き
か
、
年
齢
・
住
所
を
確
認

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

費　

用　

５
０
０
円

申
し
込
み　

直
接
市
内
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課 

ゆ
う
ゆ
う

元
気
ア
ッ
プ
大
作
戦

　

元
気
ア
ッ
プ
体
操
で
頭
と
身
体

を
使
い
、「
い
き
い
き
生
活
」
を
手

に
入
れ
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

と 　

き　

４
月
21
日
（
木
）
〜
７

月
14
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
45
分
〜
４
時
（
全
12

回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内 　

容　

体
操
な
ど
の
実
技
と
介

護
予
防
講
義
（
口
腔
・
食
事
・

認
知
症
・
生
活
習
慣
病
予
防
）

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課 

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
、靴
、

帽
子

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、雨
具
な
ど

※ 

健
康
手
帳
が
な
い
人
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

星
の
ま
ち

歩
く
歩
く
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

健
康
の
た
め
、
交
野
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
15
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
に
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

コ 

ー
ス　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

－

星
田
神
社

－

星
田
公
園
（
休

憩
・
ト
イ
レ
）

－

慈
光
寺

－

平

井
家

－

善
林
寺

－

ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー

対 　

象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人

※ 

自
分
の
体
力
、
体
調
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い

人
は
、
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

健　

康

理
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

▽ 

５
月
分
＝
４
月
１
日
（
金
）
〜

15
日（
金
）

▽ 

６
・
７
月
分
＝
４
月
16
日
（
土
）

〜
５
月
10
日（
火
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課 

セ
ン
タ
ー
健（
検
）診

の
申
し
込
み

　

５
〜
７
月
実
施
分
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

と　

き

▽ 

５
月
＝
19
日（
木
）・
23
日（
月
）・

31
日（
火
）

▽ 

６
月
＝
16
日（
木
）・
22
日（
水
）・

30
日（
木
）

▽ 

７
月
＝
７
日（
木
）・
20
日（
水
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

健 （
検
）
診
項
目　

特
定
健
診
（
国

保
加
入
者
の
み
）、
が
ん
検
診

（
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
・
乳
・

子
宮
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
結
核
検

診
※ 

健（
検
）診
項
目
に
よ
り
、
定
員

数
が
異
な
り
ま
す
。

※ 

健
（
検
）
診
日
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

パ
パ
マ
マ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

５
月
11
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
知
っ
て
得

す
る
情
報

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
食
事

② 

５
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽
妊
娠
中
の
歯
の
教
室

▽ 

産
前
・
産
後
の
身
体
の
変
化
・

ケ
ア
に
つ
い
て

③ 

５
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午
〈
予
約
制
、
４
月
７

日（
木
）か
ら
受
け
付
け
〉

▽ 

パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊
婦

体
験

※
祖
父
母
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の

た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
〜
と
こ

と
ん
利
用
で
す
こ
や
か
親
子

〜
」、
子
育
て
マ
ッ
プ
、
母
子
保

健
テ
キ
ス
ト

※ 

母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
が
な
い
人

に
は
４
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※ 

②
に
参
加
す
る
人
は
、
透
明
コ

ッ
プ
、
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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健　

康

健　康健　康

　 今より元気になる講座
　 健康アップスクール
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 保健所だより

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
※ 

要
印
鑑
・
身
分
証
明
書
、
要
事

前
相
談

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有

料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便（
有
料
）

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
） 

保
健
所
だ
よ
り

（
４
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
火
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

（
有
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時

※ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
と
同
時
検
査
す
れ

ば
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

の
元
気
度（
体
力
）測
定

▽ 

５
月
17
日
（
火
）
＝
測
定
結
果

の
返
却
、
運
動
、
認
知
症
予
防

に
関
す
る
講
義
・
実
技

時 　

間　

午
前
９
時
40
分
〜
11
時

40
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

５
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課 

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

　

自
分
の
元
気
度
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容

▽ 

５
月
10
日
（
火
）
＝
頭
の
元
気

度
（
も
の
忘
れ
）
測
定
・
身
体

健
康
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル

　

動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
高
血

圧
、高
血
糖
、脂
質
異
常
、肥
満
を

見
直
し
、
健
康
力
ア
ッ
プ
を
目
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

４
月
28
日
（
木
）
午
後

１
時
15
分
〜
３
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

体
重
な
ど
の
計
測
、
生

活
習
慣
を
ふ
り
返
り
見
直
す
た

最高血圧 130mmHg以上
最低血圧 85mmHg以上
中性脂肪 150mg/dl 以上
HDL 40mg/dl 未満
空腹時血糖 100mg/dl 以上
HbA1c 5.2％以上

腹囲 男性 85㌢以上
女性 90㌢以上

BMI 25 以上

め
の
講
義
、改
善
の
コ
ツ

対 　

象　

16
〜
74
歳
で
、
１
年
以

内
の
健
診
・
血
液
検
査
の
結
果

が
右
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
市
民

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

１
年
以
内
の
健
診
ま
た

は
血
液
検
査
の
結
果
、
筆
記
用

具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日（
金
）
〜
22
日（
金
）に
健

康
増
進
課

65
歳
か
ら
の
今
よ
り

元
気
に
な
る
講
座

　

身
体
の
変
化
に
気
付
き
、
元
気

に
な
れ
る
秘
訣
を
お
話
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
27
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

今
か
ら
始
め
る
も
の
忘

れ
予
防

対 　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

講 　

師　

健
康
増
進
課
職
員
（
作

業
療
法
士
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

４
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。
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に
は
該
当
せ
ず
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
度
買
い
取
ら
れ
る
と
、
そ

の
契
約
を
一
方
的
に
解
除
し
て

商
品
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
買
い
取
り
契
約
は

慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
買
い
取

り
に
関
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
着
物
は
ほ
と
ん
ど
た
だ
同

然
の
値
段
し
か
付
け
ず
、
貴
金

属
を
物
色
さ
れ
、
怖
く
な
っ
て

売
る
つ
も
り
の
な
か
っ
た
貴
金

属
を
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
」「
買
い
取
り
を
断
っ
た
が
、

『
手
ぶ
ら
で
は
帰
れ
な
い
』
と

居
直
ら
れ
た
」
な
ど
の
相
談
も

あ
り
ま
す
。

　

買
い
取
り
相
場
や
業
者
の
古

物
営
業
許
可
の
有
無
（
訪
問
型

の
買
い
取
り
の
場
合
は
、
行
商

を
許
可
さ
れ
た
古
物
営
業
許

可
）
を
調
べ
、
意
に
沿
わ
な
い

買
い
取
り
額
を
提
示
さ
れ
た
ら

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
そ
れ
が
で
き
な
い
な

ら
、
安
易
に
買
い
取
り
話
に
乗

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

妖精の国 1001 のさがしもの
　ジリアン・ドハーティ　PHP研究所
ねずみのよめいり
　山下明生　あかね書房
バロン、いっしょにあるこう！
　大島まや　PHP研究所
猫の妖怪ホテル
　妖怪ホテル編集委員会　ポプラ社
シップ船長とチャンピオンくん
　かどのえいこ　偕成社
ぎょうれつのできるはちみつやさん
　ふくざわゆみこ　教育画劇
はるがきた
　ジーン・ジオン　主婦の友社
森のみずなら
　高森登志夫　福音館書店

ポリティコン　上・下
　桐野夏生　文藝春秋
末裔
　絲山秋子　講談社
日本の覚悟
　櫻井よしこ　新潮社
カササギたちの四季
　道尾秀介　光文社
うからはらから
　阿川佐和子　新潮社
中学・高校生のお弁当
　上田淳子　文化出版局
満州帝国史
　太田尚樹　新人物往来社
ベランダで花づくり
　主婦の友社

お知らせ

青年の家図書室の祝日開室
　青年の家図書室は、4月 29 日（祝）を開室します。開室時間は
午前 10時～午後 5時です。どうぞご利用ください。

「とりになった
きょうりゅうのはなし」

大島英太郎　作
福音館書店

　4 月 17 日 は
「恐竜の日」です。
恐竜の本は、昆
虫や動物の本と
並んで子どもた
ちにとても人気
があります。大
昔の生き物である恐竜も、子ども
たちにとっては犬や猫と同じくら
い身近な生き物なのでしょうか。
　さて、この本のお話は、博物館
などにある大きな恐竜の骨の化石
から始まります。そして、見上げ
るほど大きな恐竜ばかりではな
く、羽毛の生えた小さな恐竜がい
たことや、木の上で暮らすように
なったその子孫が鳥の遠い祖先で
あることなどがわかりやすく述べ
られています。
　近年の発見や研究をもとに描か
れた、科学絵本。本を閉じる頃に
は、普段何気なく目にしているス
ズメやカラスが、今までとはちょ
っと違った生き物に思えてくるか
もしれません。

科学えほん

　

昨
日
「
不
要
な
着
物

を
高
値
で
買
い
取
り

ま
す
」
と
電
話
が
あ
り
、
来
訪

し
て
も
ら
お
う
か
ど
う
か
迷
っ

て
い
ま
す
。

　

娘
に
相
談
す
る
と
、「
一
人
暮

ら
し
な
の
だ
か
ら
家
に
人
を
入

れ
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

高
齢
な
の
で
、
元
気
な
う
ち

に
身
の
回
り
の
物
を
片
付
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
電
話
は
信
用
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

来
訪
し
た
事
業
者
に

不
用
品
を
買
い
取
っ
て

も
ら
う
契
約
は
、「
訪
問
販
売
」

ＱＡ

助
言

消費者相談
～「着物買い取ります」の

電話は信用できるか？～

問い合わせ
　暮らしの安心課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

じ て の
は め



あ る ば む

環境フェスタ in 交野 2011
　2月20日（日）、星の里いわふねで、
6回目となる「環境フェスタ in 交野
2011」が開かれ、約 3,400 人が来場
しました。
　今回は「見つめよう　環境・くら
し」をテーマに、市民団体・地域・学
校・企業・行政が行っている環境へ
の取り組みが展示されました。

　ステージでは、おりひめちゃんや星のあまんをはじ
め、モットちゃん・キットちゃん、アマノンガーなどキ
ャラクターが勢ぞろいし、会場を盛り上げました。
　また、第一駐車場では、ソーラーカー・電気自動車な
どの展示や、太陽電池を使用したエコ汽車ポッポの試
乗などがあり、大人も子どもも楽しみながらエコにつ
いて学びました。
　来場者からは、「知らないことも多くて勉強になりま
した。来年も参加したいです」との声がありました。

植物園の野鳥を観察
　2月 13日（日）、大阪市立大学理学部附属植物園
で、「植物園で出会える野鳥たち」と題したバードウ
オッチングが開催され、約 70人が参加しました。
　参加者は、野鳥の姿を求めて植物園の中を探索
し、メジロやツグミなどなじみのある鳥や、日本固
有種といわれるセグロセキレイなど、18種類の鳥
を観察しました。
　参加者は、野鳥を見つけるたび、「ほらほら、そこ
にいる！」「あれは何ていう鳥？」と盛り上がってい
ました。

ふれあいゲームと映画会
　2月 13日（日）、ゆうゆうセンターで、ふれあいゲー
ムと映画会が開催され、親子約550人が参加しました。
　会場には、射的、ペットボトルボウリング、ストラッ
クアウトなどが用意されており、子どもたちは大はし
ゃぎでさまざまなゲームを回っていました。
　映画「トイ・ストーリー 3」の上映では、立ち見も出
るほどの盛況で、参加者は「親子で楽しい時間を過ごせ
ました。また来たいです」と話していました。

23.04.01 (30)
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ごみのないきれいなまちに
　3月 2日（火）、河内磐船駅周辺の清掃活動をして
いる時本淳行さんと西田直さんを訪ねました。
　2人は同駅近くの美容院に勤めており、勤務先が
ある交野に何か貢献したいという思いから、仕事前
の時間を利用し、同駅周辺で 4年ほど前から毎日清
掃をしています。
　時本さんは、「知らない人にも『ありがとう』と言
ってもらえることがあり、とてもやりがいがありま
す。活動を続けて、まちをきれいに、という思いがみ
んなに伝わり、ごみのポイ捨てが減れば、と思いま
す」と語ってくれました。

世代を超えて伝わる遊び
　2月 18 日（金）、郡津小学校で、伝統的な遊びを
体験する「おしえてください　むかしあそび」の授
業が行われ、1年生 113人が参加しました。
　児童たちは、在校生の親や祖父母たち 21人から、
けん玉、お手玉、おはじきなどの遊び方を教わり、友
達同士ではしゃぎながら昔遊びを楽しみました。
　中には、お手玉やおはじきに触るのが初めてとい
う子もいましたが、遊び方を教わると、夢中で楽し
んでいました。

英語の落語を聞いてみよう
　2月 16 日（水）、長宝寺小学校で、落語家の林家
染太さんによる英語落語の会が開かれ、5・6年生
の児童 135人が参加しました。
　林家さんは、まず落語の「桃太郎」を日本語で披露
し、場が盛り上がったところで、「四人癖」を英語で
演じました。落語は日本語の訳を加えながらなので
分かりやすく、テンポよく語られ、会場は児童たち
の大きな笑い声で包まれました。

北河内の駅伝大会で交野代表チームが優勝
　2月 27日（日）、寝屋川市の打上川治水緑地公園
で、北河内ブロック子ども会スポーツ大会（駅伝）が
開催され、北河内 7市から男女各 26チームが参加
しました。
　交野市からは、交野市長杯子ども会駅伝大会での
男女の上位各 4チームが参加。約 5㌔の距離をたす
きをつないで走り切り、女子の部で、「倉治チームさ
くら」（写真）が 18分 22秒のタイムを出し、見事優
勝しました。
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　　布懸遺跡布懸遺跡

　布懸遺跡は、旭小学校のすぐ南側にあります。
　その中でも、NTT星田住宅を建てるときの発
掘調査で、旧石器時代の石器が見つかっています。
　ここでは、神宮寺遺跡で見つかった石器よりも、
小形のナイフ形石器と、石器を作る元になったと
みられる石や、石を叩き割って石器に加工したと
きに出たと思われる小さな石の破片が多く見つ
かっています。
　そのため、ここは石器を作る場所だったのでは
ないかと考えられています。

　交野山では、山頂にある岩の
割れ目に刺さっていた石器を、
昭和52年に第二中学校の生徒
が発見しました。
　この石器は、旧石器時代の終
わりごろから縄文時代の始め
ごろに使われた「有

ゆ う ぜ つ せ ん と う き

舌尖頭器」
（図 3）です。
　舌の部分に棒をつけて、投げ
槍か投げ矢として、狩りに使っ
ていたと考えられています。
　この頃のハンターが、交野山
の山頂まで登っていたのか、後
の時代の人が別の場所で拾っ
たものを、山頂まで運んだのか
分かりませんが、みなさんも
色々な理由を想像してみてく
ださい。
　

　今回紹介した旧石器時代の遺跡である神宮寺遺
跡と布懸遺跡も、市内の高台にあります。
　また、昨年開通した第二京阪道路を建設すると
き、市内のとても広い範囲を発掘調査して、多く
の遺跡が発見されましたが、旧石器時代の生活の
跡は、比較的高い丘の上にある上の山遺跡で少し
見つかっただけでした。
　このことから、旧石器時代の人たちは高台で生
活していたことが分かります。当時の人たちの狩
りをする生活には、見晴らしの良い山のふもとや
丘が良かったのでしょう。
　このように発掘などの事実から、順序立てて考
えるのが考古学の方法です。来月以降もいろいろ
なことを紹介しますので、みなさんも自分なりの
考古学をしてみてください。

　　交野山交野山

　　旧石器時代を考古学してみよう旧石器時代を考古学してみよう

歴史クイズ
問題
　左㌻の図 1には、2つ間違いが隠れていま
す。次の 5つの選択肢の中から、間違いを選
んでください。
　旧石器時代には……
　　1. 狩りに犬を連れていた。
　　2. オオツノジカがいた。
　　3. 槍を使っていた。
　　4. 日本列島と大陸は地続きだった。
　　5. 大阪と四国は地続きだった。

　歴史クイズに答えると、正解者の中から抽
選で1名様に「ジュニア文化財ガイドブック」
をプレゼントします。当選者の発表はガイド
ブックの発送に替えさせていただきます。
応募方法
　 　4 月 28日 ( 木 ) までに①答え②名前
③住所④電話番号⑤あれば感想・質問
を書いて文化財事業団広報プレゼント係
（〒576－ 0052 交野市私部 2－29－ 5、
e-mail:bunkazai@city.katano.osaka.jp）
問い合わせ　文化財事業団（℡  893・8111）

旧石器時代の遺跡

　神宮寺遺跡や布懸遺跡のように何万年前もの遺
跡が、私たちの身近にあることにびっくりした人
もいるでしょう。
　これらの遺跡の周辺には、まだまだ開発されて
いない地域もあるので、旧石器時代のハンターた
ちが駆け巡った痕跡で、まだ見つかっていないも
のもあるかもしれません。
　交野の山などを歩きながら、地面を探してみる
と石器を見つけられるかもしれません。
　石器やそれらを作った石には、図 3の石器の表
面にあるような石などで打った跡があります。
　「石器かな？」と思ったら文化財事業団までご
連絡ください。なお、遺跡内の地面を勝手に掘る
と、法律違反になります。落ちている石だけを探
すようにお願いします。

図 3
有舌尖頭器

舌の部分
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～旧石器時代
　のハンター～

No.1

　今月号から、昔の人々の生活の痕跡や、遺跡から出土した
色々なものから分かった交野の歴史を、それぞれの時代ごと
に子どもにも分かりやすく紹介します。
　また、「来て・見て・触れて　むかし探検」と題していると
おり、この連載と連動して、交野の遺跡を歩く「遺跡たんけ
んツアー」や、実際に石器などの発掘出土品に触れる「考古
学教室」を計画しています。子どもはもちろん、ぜひ大人も
「来て」「見て」「触れて」、歴史を体験してみてください。
　まずは、5月に「遺跡たんけんツアー」の参加者を募集し
ます。

　第 1回は、旧石器時代の交野がテーマです。
　旧石器時代は、石をたたき割って作った道具である石器を
使って、狩りをしながら生活していた時代です。
　旧石器時代は、今よりもずっと寒かった氷河時代が終わる
頃で、海の水が凍っていたので、海の表面は今よりも 100㍍
くらい低くなっていました。
　そのため、現在の大阪湾や瀬戸内海は陸地だったと考えら
れています。
　このころの地層からは、オオツノジカやナウマン象などの
人間よりもずっと大きな動物の化石が見つかっています。
　交野からは動物の骨はまだ見つかっていませんが、旧石器時代の交野の人たちも、これらの大きな動
物を狩って、ハンターのような生活していたのかもしれません。
　交野で見つかっている一番古い遺跡は、この旧石器時代の終わり頃の遺跡で、約 2万 9,000 年～ 1万
5,000 年前のものです。神宮寺遺跡と星田にある布

のうがけ

懸遺跡の 2つが有名です。

図 1旧石器時代終わりごろの日本列島

　　神宮寺遺跡神宮寺遺跡

持
ち
手
の
部
分

ナ
イ
フ
の
刃
の
部
分

　神宮寺といえばブドウ畑が有名です
が、まさにその畑の地下に、旧石器時代
から縄文時代の遺跡が残されています。
　旧石器時代の出土品としては、神宮寺
から交野山へと続く「石仏の道」の登り
口近くのブドウ畑で、ナイフ形石器（図
2）などが採集されています。
　このナイフ形の石器は、狩りのときに
は木の棒の先につけて投げ槍として使っ
たり、狩った獲物の皮をはぎ取り、解体
するときの包丁として使ったりと、旧石
器時代のハンターにとっては欠かせない
道具だったとみられています。

図 2 ナイフ形石器と使い方
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9 時 30 分～正午と 13 時～ 16 時、市役所本館 2
階（℡   891・5003）

就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡   892・0121）

※ 問い合わせ　暮らしの安心課〈旧商工観光課〉（℡   892・
0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその
翌日）の9時30分から電話で暮らしの安心課〈旧市長公
室広聴広報担当〉（℡   892・0121）】
土地建物相談（不動産鑑定士）
　12日（火）13時30分～ 16時30分、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　9日（土）13時30分～ 16時、星田市民センター
　15日（金）13時30分～ 16時、市役所別館
税相談(税理士)
　20日(水)13時～ 16時、市役所別館
相続・遺言相談(行政書士)
　27日(水)13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　26日（火）13時～16時、星田市民センター
※ 問い合わせ　暮らしの安心課〈旧市長公室広聴広報担当〉
（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 9時 30分～ 17時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時～17時、会場はお問い合わせください
※ 問い合わせ　暮らしの安心課〈旧市長公室人権政策担当〉
（℡   892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）
電話相談・来所相談（要予約）

▽  月～金曜日 9時～ 17時 30分、交野市地域子育て支援
センター（私部2－29－5、青年の家横　℡   810・8270）

▽  月～金曜日 9時～ 17時、星田地域子育て支援センター
（星田 3－ 10－ 8、星田保育園内　℡   860・7193）
育児相談（育児相談員の保育士）
　月～金曜日 14時～ 15時、倉治保育園

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第 1・3水曜日（知的）第 1・2水曜日、（精神）第
3水曜日、第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆ
うセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神
保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400 ℻   891・6241）
高 齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士 )
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター

※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡   893・6426）
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日9時～正午と13時～17時 30分（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13 時～ 16 時 30 分、ゆうゆ
うセンター、事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 6日（水）14時～16時 30分、定員3人。予約は電話で暮
らしの安心課〈旧市長公室人権政策担当〉（℡   892・0121）
人権擁護委員による相談
　21日（木）14時～16時
人権なんでも相談（人権相談員）
　月・水・金曜日 13時～ 15時
※会場はお問い合わせください。
※ 問い合わせ　暮らしの安心課〈旧市長公室人権政策担
当〉（℡   892・0121）

※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

４月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・粗大ごみ予約受付センター（℡   891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後 4時）　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 6日（水）13日（水）20日（水）27日（水）

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

4 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。
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ジャズダンス同好会
　毎週月曜日午前 10 時 30 分～
（約 1時間）、いきいきランド交野
第 1会議室。ストレッチングを楽
しみましょう。入会金無料。月会
費 3,000 円と会場使用料。［申・
問］直接会場か、原田さん（℡  891・
8937）

楽しく弾こう♪大正琴
　毎月 2回。月・火・水曜日、い
きいきランド交野・青年の家・交
野会館。初めてでも簡単に演奏が
できます。懐かしい曲から歌謡曲・
童謡など一緒に楽しみましょう。
見学・体験歓迎。詳しくは電話
で。入会金無料。月会費3,000 円。
［問］小澤さん（℡  894・0667）

ぴよぴよクラブ♪親子リトミック
　毎月、月・木曜日、青年の家。火・
金曜日、ゆうゆうセンター。いず
れも午前。楽しい音感遊び。講師
はバレエ協会ピアニスト。対象は
10か月～ 4歳。入会金1,000 円。
会費 800円。体験無料。［問］橋本
さん（℡  893・6563　e-mail:ryo_
jun@k.vodafone.ne.jp）

  会員募集　●●●
交野洋画同好会
　毎月第 2・4週の火・日曜日午
前 9時 30 分～正午、青年の家 2
階。共に楽しく洋画を描きません
か ! ! 展示会年 3回。油彩・水彩・
パステルほか。人物・静物・屋外
スケッチも。入会金 3,000 円。月
会費 1,000 円。［申・問］松田さん
（℡  891・4682）

筆ペン同好会
　毎月第 1・3火曜日午前 10 時
～正午、ゆうゆうセンター。毎月
第 2・4 木曜日午後 2時～ 4時、
青年の家。講師は木村杲海さん。
入会金無料。月会費 2,000 円。教
材費月額 525円。［申・問］木村さ
ん（℡  893・2582　午後6時以降）

ママ大好き♡ドレミふぁ！らんど
　4月開講。毎月第2・4火曜日①
午前11時～、青年の家（武道館）②
午後1時～、星田西体育施設多目的
室。各50分。音楽大好きな親子集
まれ～！お友達と楽しく遊びましょ
う。2～3歳児。入会金無料。月会
費1,000円。［問］小澤さん（℡  894・
0667）か、角田さん（℡  893・9189）

男声合唱団員募集
　毎週火曜日午後 7時～ 9時、青

年の家 301 号室。多田武彦さん・
清水修さんら男性ならではのハー
モニーを楽しく練習しています。
入会金 2,000 円。月会費 3,000
円。［問］アンサンブル彦星の長谷
川さん（℡  090・9868・7486）

川柳さくらの会
　毎月第 2水曜日午前 9時 45分
～正午、さくら丘自治会館。8月
は休会。明るく元気な雰囲気で川
柳を楽しみませんか。講師は嶋澤
喜八郎さん。入会金無料。年会費
3,000 円。［問］岡田さん（℡  892・
8237）

交野市囲碁同好会
　毎週水曜日午後 1 時～ 8 時、
土・日曜日午前 10時～午後 4時、
青年の家 207 号室。休館日は除
く。初心者歓迎します。入会金無
料。会費 4,000 円（6 か月）。［申］
直接会場［問］安藤さん（℡  891・
3720）

エアロビ＆ダンササイズ
　第 2・4木曜日〈ダンササイズ〉
午前 10時～、〈エアロビクス〉午
前 11 時～、星田西体育施設多目
的室。参加費 600 円（1回）。［問］
木野さん（℡  080・1507・0479）

廃食油回収
と 　き　4月 16日（土）午前９時 30
分～ 10時 30分（時間厳守）

　※偶数月の第３土曜日に実施
回収場所
市役所（北側） 天野が原会館
青山集会所 松塚ふれあい館
梅が枝集会所 行殿団地内
幾野集会所 倉治公民館
寺集会所 青葉台自治会館
私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館
星田山手自治会館 星田市民センター
妙見坂自治会館 星田会館
倉治２ー 18ー６（古川宅前）
私市 7ー 2ー 26（山口宅前）
私市 2－ 31－ 5（杉本宅前）
星田西体育施設 1階駐車場
※ 天かす・水などが入らないようにし、
空容器は各自で持ち帰りください。

［問 ］消費生活問題研究会の代永さん
（℡   892・8568）

K・L・ネットワーク婦人学級
　6月から開催する教室の受講生を募集します。
とき・内容　下表のとおり
ところ　青年の家（茶道教室は武道館）
対　象　市内在住・在勤の女性
定　員　各教室 20人
受講料　1万 1,000 円（10か月分）
［申 ・問］4 月 30日 ( 土 ) までに、木内さん（℡   891・4025）
か山本さん（℡   891・6833）
教室名 と　き 講師（敬称略）

茶道（煎茶） 第 2・3木曜日   9:30 ～ 12:00 鵜飼柳交
書道 第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00 井戸清泉
はじめての英会話 第 1・3火曜日 10:00 ～ 12:00 大橋あや子
絵手紙
（色紙・短冊） 第 3土曜日 10:00 ～ 12:00

今西進
墨絵 第 3土曜日 13:00 ～ 15:30
絵だよりと墨彩 第 2金曜日 13:00 ～ 15:00 美帆秀映
苔玉作り 第 2・3火曜日 13:00 ～ 16:00 下温湯清治
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  ハイキング●●●

す。入会金無料。年会費2,000 円。
［問］交野古文化同好会の中さん
（℡  891・1409）

バスケ新規メンバー
　毎月 2 回程度、土曜日か日曜
日の午後または夜間に練習、寝屋
川市立教育センターほか。初心者
の方から経験者大歓迎。独身また
は主婦の方。入会金無料。参加費
300円（1回）。詳しくは電話。［申・
問］神田さん（℡  080・6307・
6319）

女性のための合気道　夢玄会
　毎週日曜日午後 1時～ 2時 30
分、ゆうゆうセンター運動療法室。
体力アップ、護身術に。中学生以
上対象。少人数の楽しい道場で、
見学・体験もできます。入会金
3,000 円。月会費 2,000 円。［問］
平田さん（℡  840・0709）

交野陶芸研究会
　毎月 1回第 2日曜日午後 1時
～ 4 時、青年の家。200 年の歴
史をもつ吉向窯の吉向さんが、手
取り足取り教えてくれる初心者

に最適の作陶教室です。入会金無
料。年会費 1万円。［問］草薙さん
（℡  090・8530・0658）

交野市剣道連盟
　青山剣誠会、交小。旭剣友会、旭
小。少年剣友会、郡津小。剣協岩船
倉治、岩小・倉小。剣協星田、星小。
妙見剣志会、妙小。元気な子ども、
大人の入会を待ってます。稽古日、
時間、会費などは事務局まで。［問］
事務局の石倉さん（℡  892・0219）

エンジョイ♪ピアノコンサート
　5 月 22 日 ( 日 ) 午前 10 時～
正午、青年の家 302 号室（予定）。
お気に入りの曲を披露してみま
せんか？ピアノ、ギター、フルー
ト、歌などでどなたでも参加OK。
参加費 1 人 500 円。主催は、ぽ
こ・あ・ぽこ。［申・問］福井さん
（℡  891・5824）
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吉野山　櫻ハイク
　4月17日(日)午前7時10分、

近鉄阿部野橋駅 1階改札口前集
合。緑の会旗が目印。コースは、近
鉄大和上市駅－宮滝バス停－安楽
寺－上千本－中千本－蔵王堂－吉
野駅。行程約12㌔。参加費300円。
交通費約1,000円。参加希望の方
要電話。［申・問］岩本さん（℡  892・
0167）

中山連山縦走（478 ㍍）
　4月23日 (土 )午
前7時 50分、河内磐
船駅集合。京橋－大
阪－阪急梅田－宝塚
線山本駅－満願寺出
合－送電線鉄塔下－中山最高峰－
中山寺。一般向け10㌔。小雨決行。
参加費 200円。交通費1,500 円。
［問］鶴園さん（℡  891・6002）

葛城山（960 ㍍）
　5月14日(土)午前7時40分、
河内磐船駅集合。京橋－天王寺・
阿部野橋－尺土－御所－バス登山
口－新登山口－頂上－回遊路。健
脚向き 10 ㌔。小雨決行。参加費
200 円。交通費 2,500 円。［問］鶴
園さん（℡  891・6002）
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  会員募集　●●●

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前10時～正午、青
年の家302号室。童謡唱歌など楽
しくハモっています。一度体験入
会しませんか。指導は野田房子さ
ん。入会金1,000円。月会費3,000
円。［問］竹本さん（℡  891・5265）
か、上久保さん（℡  892・7037）

謡曲（能楽）同好者募集　交野交謡会
　月 2回第 3・4木曜日午後 1時
30分～、武道館。謡曲を一緒に謡
いませんか。初心者向けの練習会
を行っています。月会費 500 円。
経験者は各支部で練習の場があ
り、大会は年4回。月会費500円。
［問］北村さん（℡  892・4966）か、
井上さん（℡  892・7623）か、冨
田さん（℡  891・2526）

社交ダンスサークルウィル
　毎週木曜日〈初級〉午後 6時～
7 時〈中級〉午後 7 時～ 8 時 30
分、ゆうゆうセンター。元A級楢
崎義憲さんに直接指導を受けてい
ます。初心者・女性歓迎。見学・
体験受付中。入会金 2,000 円。
月会費 3,500 円。［問］木村さん
（℡  080・1510・5389）

小学生の英会話
　4月から毎週木曜日午後5時～
6時、交野会館（郡津駅前）。小学校
高学年対象。最小開講人員 4人、
定員 8人。入会金1,000 円。月会
費 4,000円。年会費 200円。［申・
問］交野市国際交流協会（℡  894・
1113月～金曜日午前9時～午後5
時 http://www2.ocn.ne.jp/̃kifa/）

つくつく造形教室♪
　第 2・4金曜日午前10時～ 11
時 45 分、ゆうゆうセンター（予
定）。のびのびと制作を楽しもう！
未就園児対象。入会金無料。月会費
2,000 円。［申・問］つくつくロピ
ス箱の菊川さん（℡  090・8520・
3896）か、濱田さん（e-mail:rody-

rody-shinji-445@ezweb.ne.jp）

女声合唱団コール・ポコ
　毎週金曜日午前 10 時～正午、
青年の家 3階音楽室。楽しく歌っ
て輝いてみませんか。腹式呼吸
で健康維持も！小さなお子様連
れ大歓迎。見学もどうぞ。入会金
3,000 円。月会費 3,000 円。［申・
問］福光さん（℡  891・6551）

新日本婦人の会「赤ちゃん小組」
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10時 15分～正午、ゆうゆうセン
ターまたは地域の会場。赤ちゃん
体操マッサージなど。対象は 3か
月～ 1歳半の乳幼児。入会金 100
円。月会費 1,200 円。［申・問］小
阪さん（℡  891・4632）

日本舞踊　新舞踊
　毎週金曜日午後 1時～ 4時 30
分、ゆうゆうセンター。古典を基
礎から学びませんか。また楽しい
新舞踊を踊りませんか。初心者歓
迎。指導者は音羽流菊初幸さん。
入会金無料。月会費 3,000 円（月
3回）。［申・問］川村さん（℡  090・
7767・3457）

家庭料理の会
　毎月 1回第 2土曜日午前 9時
30 分～正午、ゆうゆうセンター
（予定）。家庭で作る簡単な和洋中
華デザートの総菜料理。若い人歓
迎。入会金 2,000 円。会費 2,300
円（1 回、材料費込み）。［申・問］
谷河さん（℡  893・1339）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　4 ～ 9 月の第 2・4 土曜日午
前 9時 40 分～正午、青年の家な
ど市内の施設ほか。対象・定員は
小学 2～ 5年生 20 人。お茶の作
法、手話、マンガミュージアムな
ど。会費5,000円（半年全10回）。
［申・問］4 月 4 日 ( 月 ) から加
堂さん（℡  857・8116）

星田囲碁友の会
　毎週土・日曜日午前10時～午

後 4時 30 分、星田市民センター
2階。市内在住・在勤の人。入会金
無料。年会費5,000円。〈子供教室〉
第 2期生募集中。毎週土曜日午後
1時～ 4時。小学 1年生以上。入
会金無料。年会費 2,500 円。［申・
問］後藤さん（℡  892・2844）

書道（俳画）・パッチワークサークル
　書道（俳画）：毎月第 1土曜日
（1月はなし）、パッチワーク：毎
月第 3土曜日、いずれも午前 10
時～午後4時、ゆうゆうセンター。
対象は市内在住の母子家庭・寡
婦家庭の人。参加費無料、ただし
教材費は実費。［申・問］井戸さん
（℡  892・3971）

交野市卓球連盟
　毎週土曜日または日曜日午後1
時～3時、いきいきランド交野。日
時など変更の場合あり。小学生会
員（教室生）募集。対象は市内在住
の小学生（若干名）。年会費5,000
円。［申・問］4月30日 (土 )まで
に畑中さん（℡  ・℻   892・3813）

交野社交ダンス同好会（土曜）
　毎週土曜日〈初級〉午後1時～2
時〈中級〉午後2時～3時 30分、
ゆうゆうセンターまたは星田出張
所。楽しい社交ダンスを始めません
か。プロ男女講師が親切に指導しま
す。見学自由。入会金2,500円。月
会費〈初級〉2,500円〈中級〉3,500
円。［問］伴さん（℡  380・7226）

ママさんバレー「コスモス」
　毎週土曜日午後1時 30分～ 5
時、私市小学校体育館。いろいろ
な年代のメンバーが集まった笑い
のたえないチームです。興味のあ
る方、ご連絡お待ちしています！
入会金無料。月会費1,500円。［問］
冨山さん（℡  090・2190・0154）

古文化同好会・史跡を一緒に！
　毎月第 2・4 土曜日。歴史健康
ウオークと勉強会。家族的な雰囲
気で交野市内や近郊の街の文化財
や史跡を現地で学び楽しむ会で
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円。［問］辻さん（℡  821・9696）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　4 月 17 日 ( 日 ) 午前 10 時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星田
8－ 6－ 7）。対象は大人と小学生
のペア。教材費 1人 300 円。主催
は（社福）豊年福祉会。［申・問］明
星事務所（℡  891・2029）

障がい者と集う春の音楽交流会
　4 月 17 日 ( 日 ) 午後 0 時 30
分～、ゆうゆうセンター 4階多目
的ホール。交野で活動している演
奏者と障がいのある人もない人も
一緒に楽しむ催しです。参加費無
料。主催は交野心の病と共に生き
る市民の会。［問］平田さん、竹之
中さん（℡  893・9511）

行政書士による日曜無料相談会
　4 月 17 日 ( 日 ) 午後 1 時～ 3
時、ゆうゆうセンター。遺言・相
続、内容証明・示談書の作成など。
費用無料。予約不要。［問］行政書
士会枚方支部の江田さん（℡  859・
4439）

表装同好会作品展
　4月19日 (火 )～ 24日 (日 )、
午前 10 時～午後 4時 30 分、青
年の家 1階ロビー。24日は午後
3時まで。会員の作品（伝統掛軸・
創作掛軸・色紙・はがき掛けなど）
を展示。入場無料。主催は表装同好
会。［問］阪本さん（℡  891・9140）
か、粕谷さん（℡  891・5304）

ハサミ、包丁研ぎ
　4 月 20 日 ( 水 )・21 日 ( 木 )
午前 10 時～午後 2時受け付け、
市役所別館前。偶数月第 3水曜日
とその翌日に実施。切れなくなっ
たハサミ、包丁を有料で研ぎます。
［問］交野市消費生活問題研究会
の代永さん（℡  892・8568）

精神障害者の家族の方集まろう
　4 月 20 日 ( 水 ) 午後 1 時 30
分～3時30分、ゆうゆうセンター
3階団体共用ルーム。心の病気（統

合失調症、うつ病など）で悩んで
おられる家族の方、悩みを出し合
いましょう。［問］雲川さん（℡  ・℻  
891・0884）

あしたへ！
　4 月 21 日 ( 木 ) 午前 9 時 30
分～正午、いきいきランド交野控
室。育てにくい扱いにくいなど気
にかかる子供のいる人（発達障害
など）日頃の不安や悩みなどをお
話しませんか？参加費 100 円。
［問］中野さん（℡  891・9040）

天の川を美しくする会
　4月23日 (土 )午前 9時～、天
野が原町の第二京阪道路と天野川
との交点付近。美しい交野の自然
を守るために汗を流しませんか。汚
れてもよい服装で。参加無料。［問］
同会事務局（℡  06・6906・4813）

創設 40周年記念いけばな展
　4月23日 (土 )・24日 (日 )［展
示］午前 9 時 30 分～午後 5 時
30分、武道館。24日は午後 3時
30 分まで。［茶席］午前 10 時～
午後 3 時 30 分、24 日は午後 2
時 30 分まで。花を愛でながら一
服しませんか。入場無料（茶席は
有料）。主催は交野市茶華道協会。
［問］小川さん（℡  891・2663）

佳彰会　民謡三味線発表会
　4 月 24 日 ( 日 ) 午前 10 時～
午後 4 時、ゆうゆうセンター交
流ホール。民謡発表会。おどりや
民謡のプロも出演。お楽しみ抽選
会もあります。ご来場お待ちして
います。入場無料。［問］村岡さん
（℡  891・3001）

あじさいリースの体験教室
　4 月 24 日 ( 日 ) ①午前 11 時
～②午後 2時～、デイサービス虹
の家（私市 8 － 8 － 9）。第 4 回
まじめ市民講座であじさいリース
の講習会を開催します。ぜひご参
加ください。定員各 10人。参加費
1,500 円。要予約。［問］細包さん
（℡  090・8382・8460）

ストーリーテリング研修会
　4月 26 日 ( 火 ) 午前 10 時～、
倉治図書館。子どもに語る「おは
なし」を覚えて発表し、批評しあ
う。大人向け。講師は大澤百世さ
ん。参加費 500 円（聞くだけの人
は無料）。保育 1 人 500 円（2 歳
以上）、4月 19日 ( 火 ) までに要
予約。［申・問］木曽さん（℡  892・
1433）

AG展（天野が原グループ展）
　4月 27 日 ( 水 ) ～ 30 日 ( 土 )
午前 9時～午後 5時、青年の家ロ
ビー。30 日は午後 3 時まで。天
野が原町在住作家の合同展です。
絵画、書、華、陶芸、金皮工芸、写真、
木彫、染と多彩な内容です。［問］
街さん（℡  891・3200）

第 23回交野オープンテニス大会
　5月 15日 ( 日 )、寝屋川公園テ
ニスコート。1チーム 6人の団体
戦（男子ダブルス 2ペア・女子ダ
ブルス 1ペア）。先着 30 チーム。
資格制限なし。参加費 1チーム 1
万 5,000 円。［申］4月 20日 (水 )
までに青年の家。［問］大蔵さん
（℡  090・9882・3245）

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に預
託していただきました。

▽松塚の岡本功さんから 3万円

交野市体育協会会長杯インディアカ大会
　2月 20日 ( 日 )、いきいきラン
ド交野で 10チームが参加して行
われました。上位の成績は次のと
おり。敬称略。
① 星田バイオレット：藤本美知、
中さとみ、松田照子、佐古絵美、
安藤とみ子
②  ZERO：東博子、中嶋左英美、
古久保智子、中西浩子

  大会結果　●●●
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おりひめちゃん
作：泉　麗香

人口と火災・救急
2 月末の市の人口

人　口 78,969 人
男 38,384 人

女 40,585 人
世帯数 31,044 世帯

2 月の火災と救急
火災 1件 救急 200件

※ 毎月 1日の正午、点検のため
消防サイレンを鳴らします。

はなきんくらぶ
　4月 1日 ( 金 )・22日 ( 金 ) 午
後1時 30分（開場）～4時、ホー
ム明星（星田8－6－7）。カラオケ・
囲碁・将棋など。対象は市内在住
の60歳以上の人。参加費無料（喫
茶は有料）。主催は（社福）豊年福祉
会。［問］浜崎さん（℡  894・1798）

サウンド会　社交ダンス交流会
　4 月 2 日 ( 土 ) 午後 1 時 5 分
～ 4時 15 分、ゆうゆうセンター
4階多目的ホール。抜群の選曲、活
気があり、存分に踊れます。お茶・
コーヒー・お菓子はもちろんフ
ルーツもご用意。会費800円。［問］
畑中さん（℡  090・4648・1775）

「さくら」コンサート
　4 月 3 日 ( 日 ) 午 前 11 時 30
分（開場）、正午（開演）、さくら丘
自治会館。ラテン、ジャズ、アニメ
ソング。どなたも大歓迎。参加費無
料。主催は天野が原町星友クラブ。
［問］音羽さん（℡  892・1684）

第12回サイクルエイドチャリティー
　4月3日(日)午前11時45分（開
場）、午後0時15分（開演）、ゆうゆ
うセンター4階多目的ホール。器楽
演奏・合唱・ブラスバンド・アコス
ティックユニット・子供バンド・ジャ
ズ。参加協力費1,000円。主催はス
リランカ学童援助会。［問］長谷川さ
ん（℡  090・9868・7486）

染花アートフラワー
　4月6日(水)正午～19日(火)、
青年の家 1階ロビーショーケー
ス。主催は染花フランボワーズ。
［問］前川さん（℡  891・7965）

古文化同好会総会と講演会
　4月 9日 ( 土 )、青年の家 206
号室。午後1時 30分～総会、午後
2時～「講演会・肩野物部氏と鉄・
鉄器生産」講師は教育委員会の真
鍋成史さん。参加自由。参加費無料、

資料代200円。［問］交野古文化同
好会の中さん（℡  891・1409）

2011・歌謡オンステージ
　4月 10日 ( 日 ) 午前 10時（開
演）、星の里いわふね。ゲスト歌手、
地元出身 4人が熱唱！ご来場先
着 100人に粗品を進呈。お花が当
たるお楽しみ抽選会もあります。
入場無料。主催はNISI 歌謡教室。
［問］荒井さん（℡  891・9757）か、
佐藤さん（℡  891・7682）

自然石の美　12回展
　4月 16 日 ( 土 ) ～ 17 日 ( 日 )
午前 9時 30 分～午後 6時、青年
の家 1階ロビー。17 日は午後 2
時 30 分終了。石のおみやげがた
くさんあります。ご来場をお待ち
しています。入場無料。［問］板東
さん（℡  893・1023）

中高年「お一人様」おしゃべり会
　4 月 16 日 ( 土 ) 午前 10 時～
11 時 30 分、ゆうゆうセンター
3 階学びの部屋。50 ～ 90 歳代
まで OK。男女を問わず大歓迎。
健康と生きがいを応援します。
楽しい時間を！ 参加費 500 円。
［申・問］直接会場か、増井さん
（℡  080・3063・5976）か、山本
さん（℡  893・8421）

カウンセリング・心のサポート
　4 月 16 日 ( 土 )・22 日 ( 金 )
午後 1時～、ゆうゆうセンター学
びの部屋。友人・家族・大切な人・
他の悩みを話してみませんか？男
女問いません。秘密厳守。個人相
談制。日時希望あり。直前予約可。
料金 2,000 円。［申・問］増井さん
（℡  080・3063・5976）か、山本
さん（℡  893・8421）

憲法とくらしを考える会
　4 月 16 日 ( 土 ) 午後 2 時～ 4
時、ゆうゆうセンター 2階体験学
習室。「今、憲法は」元高槻市議の
山本健治さんに最近の社会情勢と
憲法のおかれている状況について
話していただきます。参加費 500

  催　　し　●●●

ふれあいウオークについては
11㌻をご覧ください。
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「がんばれ！古木桜」

　春の明るい日ざしの温も
りで、身を縮めていた木の
先が揺れだし、芽になって
花になります。
　妙見河原に生えるこの古
木は、何十回目の春を迎え
ているのでしょうか。
　幹や枝が斜めになったり
曲がったりしている姿は一
見無秩序に見えますが、冬
を耐えて過ごした古木のた
くましい生命力を感じます。

楠元捷司（妙見坂）

「山笑う」

　向井田のあぜ道に腰を据えて、交野山、旗振
山、竜王山の「交野三山」と向き合いました。里
山は季節の移り変わりをみずみずしく写しだ
してくれます。
　この日は晴天に恵まれ、空には小鳥、山麓に
は満開の桜、田んぼでは畝づくりという光景
でした。
　俳句の季語に「山笑う」があります。旗振山
も竜王山もうれしそうに笑っている気がしま
した。

田中淳一（天野が原町）

協力：交野水彩画会

　今月から、交野水彩画会の協力で、「水彩で描
く交野」を連載します。同会会員が、交野市内の
風景を描いた力作を、ぜひお楽しみください。


